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序 文

私たちの住む多賀城市の先人は、 悠久な時の流れに乗り、 恵まれた環

境に育まれながら豊かな歴史や文化を築いてきました。 本市には、 国の

特別史跡に指定されている多賀城跡や多賀城廃寺跡のほか多くの文化財

が存在し、 こうした文化遺産を保存活用して、 多賀城の長い歴史を後世

に継承していくことは私たちの重要な責務の一つと考えております。 こ

のため、 文化財行政を所管する教育委員会としても、 国民の共有財産で
ある遺跡の保護と開発の調和には細心の注意を払いながら対処してまい

りました。

さて、 近年、 本書にも収録しておりますように、 建物の基礎工事にパ

イルを打つ工法による住宅建設が急増してきており、 これに対応した発

掘調査の方法・体制が求められてきています。 教育委員会としても 、 今

後、 地下遺構に配慮しながら最善の方策で取り組んでいきたいと考えて

います。

本書には、 平成15年度に国庫補助事業として実施した市川橋遺跡の調

査成果を4件収録しています。 いずれも調査面積は小規模なものですが

「古代都市多賀城」の姿を復元するうえで貴重な資料を提供しました。

本書に掲載した調査成果が今後の文化財の保護と歴史研究の一助とな

ることができれば幸いです。

最後になりましたが、 発掘調査の実施から報告書刊行まで、 多くの方々

からご指導、 ご協力をいただきましたことに対して、 心より感謝申し上

げます。

平成16年3月

多賀城市教育委員会

教育長 櫻井 茂男
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本書は、 平成15年度の国庫補助事業として実施した市川橋遺跡第34·35·37·38次調査の成果をまとめたもので
ある。

各調査における追構の名称は、 第1次調査からの一連番号である。

測蔽法の改正により、平成14年4月1日から経緯度の基準は、 日本測地系に代わり世界測地系に従うこととなった
が、 本書中の各調査区で使用した座標値は、 過去の調査区との整合性を固るため 、 従来の国士座標「平面直角座標

系X」を用いている。 なお、 各調査区の基準線については、 X : -1892,00、 Y: 13,850 (南北・ 東西大路交差点の
中央付近）の交点を東西・南北の原点とし 、 lm離れるごとに、 東西方向は東にEl·E2 ・ ・、 西に Wl·W2 ・ ・ ・ 、

南北方向は北にNl·N2·· ·、 南にS 1·S 2· · · と表示している。

挿図中の高さは、 標高値を示している。

土色は、 籾i版標準土色姑』（小川・竹原：1996)を使用した。
本書の執箪は、 I·ITを島田敬、 田を村松稔、 Wを武田健市、 Vを相澤清利、 VIを廣瀬真理子が担当し、 編集は担
当者全員が行っt� また、 遺物整理については、 臨時職員の伊藤美恵子、 内海由美子、 浦風志恵子、 遠藤友美 、

小野寺雪子、 鹿野智子、 熊谷純子、今野妙子、 坂本英美 、 中村千恵子、 村上和恵 、 横山佳織、 ．渡辺奈緒の協力を得
た。
調査に関する諸記録及び出土遺物は、 すべて多賀城市教育委員会が保管している。
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市川橋迪跡第37·38次調査出土木簡について
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調査主体
調査担当

調

鐸疇誘員会粽長櫻井親
多賀城市埋蔵文化財調査センター 所長 高倉敏明

馴査次数 所 在 地 調査面積 調査期間 調査担当者

第34次 市川字鴻ノ池23·24 の各 1 部 JSnf 平成 15年4月 8 日-5月 2 日 島田敬、相澤正信

第35次 市川字鴻ノ池38. 位、 公共用地の各 1部 96 rrf 平成15年4月 9 日--.....i月 25 日 村松稔、文屋亮

第37次 市川字鳴ノ池36 の 2 60nf 平成 15年 6月 23 日-1月 29 日 武田撻市

第38 次 市jlJ字鴻ノ池18·34·35 公付 平成IS年6月公日-8月 4 日 相IL文屋亮
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調査協力者
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調査参加者

伊勢博之伊勢泰子寺沢久善渡辺朗渡辺匡子波多野凱代渡辺智樹渡辺由美
大場万太郎スモリ工業（株） （株） 一条工務店住友朴築（株） （株） 北州ハウジング

多賀城市城南士地区画整理組合大木建設（株）
赤間かつ子浅野喜久男浅野忠芦野しず子遠藤
大場勝喜大山貞子小笠原マキ子;J蜀寺恵子I」囃｝

鈴木太仲鈴木寿二高橋宣子武山あや子平山節子
宮下喜代平山下裕子渡辺幹子

実遠藤一代及川光江大友良子
武後藤恵子今野和子塩井一征

藤澤拓司藤田恵子宮川ハルミ



凡 例
本憲中で使用する遣構略称、 遺物分類については、 以下 のとおりである。

1. 遺棉略称

SX: 道路、 河川及び性格不明な遺構

2. 遺物分類

1 )土師器杯

A類：ロクロ調整を行わないもの

B類：ロクロ調整を行ったもの

SD: 溝 SK: 土城

BI類：ロクロからの切り離し後、 回伝ヘラケズリされたもの

BII類：ロクロからの切り離し後、 手持ちヘラケズリされたもの

pit : 柱穴及ぴ小穴

Blll類：ロクロからの切り離しがヘラ切りで 、 再調整されないもの

BIV類：ロクロからの切り離しが静止糸切りで 、 再調整されないもの

BV類：ロクロからの切り離しが回転糸切りで 、 再調整されないもの

BI·BIT類では、 ロクロからの切り離しが識別できる資料があり、 ヘラ切りによるものをa、 静止糸切りに

よるものをb 、 回転糸切り（糸切り）によるものをcとして細分する

2)土師器甕

A類：ロクロ調整を行わないもの

B類：ロクロ調整を行ったもの

3)須恵器杯

I類：ロクロからの切り離は後、 回転ヘラケズリされたもの

Il類：ロクロからの切り離し後、 手持ちヘラケズリされたもの

Ill類：ロクロからの切り離しがヘラ切りで 、 再調整されないもの

W類：ロクロからの切り離しが静止糸切りで 、 再調整されないもの

V類：ロクロからの切り離しが回転糸切りで 、 再調整されないもの

I·II類では、 ロクロからの切り離しが識別できる資料があり、 ヘラ切りによるものをa、 静止糸切りによるも

のをb 、 回転糸切り（糸切り）によるものをcとして細分する。

4)瓦の分類

「多賀城跡政庁跡 図録編J ( 宮城県多賀城跡調査研究所1980)、 「多賀城跡政庁跡 本文編」（宮城県多賀

城跡調査研究所1982)の分類基準に従った。

3. 本文中で 記載する「灰白色火山灰」については、 その起源を宮城県北西部に求める説（山田 ・ 庄子：1980)と十和

田a火山灰と同一とする説（町田ほか：1981 、 阿子島・壇原：1991)があるが 、 近年は後者の説が有力である。 こ

の火山灰の降下年代については、 年輪年代測定で907年とされた秋田県払田柵跡外郭線C期角材列存続期間中に降

灰し、 承平4年(934)閏正月15日に焼失した陸奥国分寺七重塔の焼土層に覆われていることから、907,.....,934年の

間と考える立場（多賀城跡調査研究所：1998)と、 『扶桑略記』延喜15年(915)7月13日にある「出羽国言上雨

灰高二寸諸郷桑枯損之由」の記事に結びつけ、10世紀前葉とする説（町田ほか：1981 、 阿子島・壇原：1991)があ

るが 、 本書では考古学的な見解を重視し前者に従った3



I . 遺跡の地理的・歴史的環境

第1図 市川橋遺跡の位置と周辺の遺跡

市川橋遺跡は、 特別史跡多賀城跡の南側及び西側に位置し、 多賀城跡が所在する低丘陵と砂押川に挟ま
れた標高2 ""' 3mの沖積地に立地している。 その範囲は、 東西1, 400m、 南北l, 600mに及ぴ、 総面積は約
703,000 rrfの広大な遺跡である。

本遺跡は、 旧石器時代から平安時代にかけての複合遺跡として登録されているが、 奈良•平安時代を通
して陸奥国府が置かれた多賀城と密接な関係を持つ古代の遺跡として知られている。

周辺の逍跡についてみると、 東側の丘陵部には多賀城の附属寺浣である多賀城廃寺があり、 それを取り
巻くように古代の集落跡が広く展開する裔崎瑯称が所在する。 多賀城と廃寺の中間の小丘陵には館前遺跡

（特別史跡多賀城跡に追加指定）があり、 国司館と考えられている。 また、 本遺跡西側には東西方向に微
高地が続いており、 山王遺跡と新田遺跡が連続して立地している。 両遺跡とも大規模な複合遺跡であり、

山王遺跡では弥生時代から近世にかけて、 新田追跡では縄文時代から中世にかけての遺構・遺物が発見さ
れている。

本遺跡においては、 これまで数多くの発掘調査が実施され多大な成果が得られているが、 その中で最も
注目されるのは多賀城南面に施工された古代の方格地割りの発見である。 これは南北大路、 東西大路と呼
んでいる二つの主要道路を基準とし、 東西•南北の直線道路によっておおよそ1町四方の区画がなされ、

まち並みが形成されたものである。 その範囲は、 東西約1, 100m、 南北750m以上に及び、 本遺跡から山王
造跡にかけての地域に広がっている。 さらに、 東西大路の延長部分は新田遺跡の北東部でも検出されてい
る。 このまち並みについては、 古代地方都市と位置付けられており、 内部及び周辺からは上級官人の邸宅
などを構成する掘立柱建物跡や井戸跡、 河川やそれに架かる橋（橋脚） 、 さらに水田跡や畑跡などの多数の
迫構が発見されている。
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II 市川橋遺跡第34次調査

1 . 調査に至る経緯と経過
本調査は、 城南土地区画整理事業地内における個人

住宅建設に伴うものである。 当該地周辺では、 近年区
画整理事業や道路建設等に伴う大規模な発掘調査が実
施され、 古代地方都市に関わる多数の迫構、 迫物が発
見されている。

今回の建設工事は、 基礎工法に直径60cm、 長さ6.5
m� 鋼管杭を37 本打ち込む、 いわゆるパイルエ法を
採用するため、 地下遣構への影響が懸念されt;:,, その
ため 、 発掘調査実施 の協力を地権者に求め、 平成 15
年4月3日に承諾書及び依頼書の提出を受けたことか
ら、 事前調査として発掘調査を実施するに至った。

当該地は、 区画整理事業に伴う宅地造成の際に約
12mの厚さで盛土されていたため、 現t眼曼面から遺
楠面までは相当な深さがあり、 調査区の掘削に伴い大
量の排土が出ることが予想された。 よって、 排土場所
の確保と隣接住宅や道路に対して地盤沈下等の影響が 第 1 図 調査区位置図

生じないよう配慮したことから、 調査区の設定にあたっては面和を制約せざる を得なかっt.:.o
調査は4月8日から開始し、 はじめ に重機により盛土及び堆租土の除去を行った3 その結果、現地表面

から約 l.5"-'l.7m下で最初の遺構面（田 ·V層上面）を検出した) 4 月11日に選構検出状況を写真撮影し、

その後溝跡等の遺構の掘り込みを実施する。 これと併せて1/20の縮尺で平面図作成も開始する。 なお、 本
調査における発掘基準線とその表示は、 城南土地区画整理事業に伴う各調査と共通にした。 調査は、 田 ・

W屈の除去及び検出した掘立柱建物跡や溝跡の掘り込みを行い、 その状況の写真撮影、 実測図作成を行う
(4月 16日）。 次に、 V層の除去を行い、 VI ・ 珊層（地山）上面で1J�国:を検出する。 これらは、 東西方

向から南北方向への変遷が確認できたことから、 新しい時期のものから順に掘り込み、 実測固作成を行う
(4月 24日）。 発掘作業 は4月25-29日の中断期間を挟み、 5月 2 日に調査区各壁の土層堆積状況の断面

図 作成を行い、 調査を終了する。

2 調査成果
(1) 基本層序

I a 層 区画整理事業に伴う盛土層で、 層厚は約 12m。

lb 恩現代の水田耕作土層で、 層厚は10,.._,15cm., 
le層現代の水田の床土恩で、 層厚は10,.._,15c叫
Ila層 黒色シルト (2.5Y2/l)で陪厚は約 5cmと薄く 、 調査区の南西部には認められない。 古代の土器片
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を含む。

lib層 黄灰色シルト(2.5Y4 /1)で層厚は10.......,15 C叫調査区全域にほぼ水平に堆和する。 古代の土器片を
含む。

m 恩 黒褐色シルト(2.5Y3/l)で層厚は5,.....,15 C叫調査区北半部に堆積する。 上位に灰白色火山天を斑
状に含む。 また、 須恵系土器を含む古代の土器片を多く 含む。 SD3011 溝跡の検出面。

IVa屈 黒色シルト(2.5Y2/1)で恩厚は約3cmと薄い。 木炭を多く 含む。

IVb屈黄灰色シルト(2.5Y4/l)で庖厚は5�10cmo田恩とほぼ同口立置に堆積する。木炭粒を多く含む。

また、 古代の土器片を含む。 S B3010 建物跡の検出面。

v 層暗灰黄色シルト(2.5Y4/2)で層厚は10,....,20c叫 調査区の全域に堆積する。 古代の土器片を若干
含む。 SD 3012 溝跡等の検出画

VI層 にぶい黄色砂質土(2.5Y6/3)で恩厚は5"'10c皿調査区の北半部に認められる。 珊屈に類似す
るが混入土が多い 。 ／」ffl¥の検出面。

VII 層 にぶい黄色砂質土(2.5Y6/3)で古代の最終迫構検出面と考えられる。 I」潤群の検出面)

(2) 発見遺構と遺物
S B3010掘立柱建物跡 （第2図）

調査区西半部において3基 (Pl3......, 15) の柱穴を検出しただけであるが、 その配置から建物跡の北東隅
にあたると考えられる。 調査区西壁の土層観察から、 堆積土のIVb層上面から掘り込まれていることがわ
かる。 また、 SD3012溝跡と重複し、 これより新しい。 方向は、 東側柱列でみると北で約1度東に偏して
いる。 規模は、 北側柱列で柱間が約2.4m、 東側柱列で約1.8mである。 柱穴の平面形はおおよそ方形で、

一辺は45""60 cmである。 深さは、 調査区西壁にかかるPl3 の断面観察では45 cmである。 北東隅のPl4
では、 柱の抜取穴を確認している。 柱穴埋土 は黒褐色シルト(2.5Y3/1)を主体とし、 掘り方にはにぶい黄色
砂質土(2.5Y6/3) が斑状に多く 含まれる。

遺物は、 土師器杯・甕(B 類） 、 須恵器杯、 土器片製円盤�3 図 12· 13) が出土 している。

S D3011溝跡（第2図）
調査区西半部のm恩上面で検出した南北方向の溝跡である。 北壁から南壁にかけて約 3. 7m検出し、 さ

らに調査区外へ延びている。 方向は、 北で約3度西に偏している。 規模は、 上幅 18.......,28 cm、 下幅 6.......,14
cm、 深さ約 12cmである。 底面は舟底状を呈し、 壁頃羨ぺ功斗こ立ち上がる。 埋土は、 黒褐色シルト(2.5Y3/l)
の単層で木炭粒を多く含んでいる。

遺物は、 土師器杯(BII類·BV類、 第3 図 1 )• 高台付杯・甕(B類） 、 須恵器瓶・甕が出土している。

S D3012溝跡（第2図）
調査区中央部のV層上面で検出した南北方向の溝跡である。 北側がill·IV層に裂われ、 重複関係からS

B3010 建物跡より古い。 確認できた長さは約2.4mで、 南側はさらに調査区外に延びている。 方向は、 北
で約2度東に偏している。 規輿ま、 上幅62,.....,75cm、 下幅33,.....,42cm、 深さ約30 cmである。 底面は舟底状を
呈し、 壁は丸味をもって緩やかに立ち上がる。 埋土は2恩に分けられ、 いずれも黒褐色シルト(2.5Y3/l) 
であるが、 下 層にはにぶい黄色砂質土(2 .5Y6/3)が斑状に含まれる。
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遺物は、 土師器杯 (BV類） • 高台付杯 ・ 甕 (B類） 、 須恵器杯 (V類、 第 3 図 2 ) . 瓶 ・ 甕、 砥石が出土

している。

S D3013 溝跡 （第2図）

調査区西半部のV層上面で検出 した南北方向の小規模な溝跡である。 調査区内で確認できた長さは約

l. 3mである。 方向は、 北で約 7度東に偏している。 規模は、 上幅 14"-20 cm、 下幅8 ,.....,12 cm、 深さ約 7cm

である。 底面は舟底状を呈し、 壁は緩やかに立ち上がる。 埋土は黄灰色シル ト (2. 5Y4/l) の単層で、 木炭粒

を含んでいる。

遺物は、 土師器杯 (BV類） ・ 甕 (B類） が出土している。

S D3014溝跡 （第2図）

調査区東半部のV恩上面で検出 した南北方向の溝跡である。 調査区内で確認できた長さは約 2. 7mであ

る。 方向は、 北で約 9 度東に偏している。 規模は、 上幅 22,.....,30 cm、 下幅 10"-16 cm、 深さ約 12 cmである。

底面は舟底状を呈し、 壁は比較的急に立ち上がる。 埋土は黒褐色シル ト (2. 5Y3/l) の単層で、 にぶい黄色砂

質土(2. 5Y6/3) を斑状に若干含んでいる。

遣物は、 土師器杯 (B II類） ・ 甕 (B類） 、 須恵器杯 ・ 瓶 ・ 甕が出土している。

S D3015-3031 小溝群 （第2図）

疇．区全域で検出 した小規模な溝跡のま と ま り である。 すべてV層掘り 下げ後のVI · V暉上面で検出し

た。 南北方向のものと 、 東西方向のものの2 つのグループに分けられ、 前者は 7 条、 後者は 10 条検出 しt�

これらは重複関係から、 南北方向のものがすべて新しい。 さ ら に、 グループ内でも重複があることから、

それぞれ最低 2 時期の変遷がある こ と が う かがえる。 前者については、 調査区内で確認できる長さ は 2. 9

"-3. 8mで、 大部分の溝跡が北と南の両側でさ らに調査区外に延びている。 方向は、 北で4,.....,10 度東に偏

している。 規即ま、 上幅35"-60 cm、 下幅 15,......,35 cm、 深さ 20,......,30 cmの数値内に収まる。 一 方、 後者につい

ては、 確認でき る長さは 1. 7"-'3. lmで、 調査区中央付近で溝の端部がみられる ものが多い。 方向は、 東で

5 ,......,10 度南に偏している。 規模は、 上幅 20,......,40 cmまたは 40"-60 cm、 下幅 8 ,.....,20 cmまたは 15"-55 cmの 2

つの数値内におおむね校まる。 深さはいずれも 10 cm前後である。 両グ)V-—プと も底面に凹凸があるものが

多く 、 壁は緩やかに立ち上がるが、 南北方向のものに比較的急な立ち上がり をみせる ものがある。 埋土は

黄灰色シル ト (2. 5Y4/l) の単層が多く 、 にぶい黄色砂質土(2. 5Y6/3) を斑状及び小プロ ック状に含んでいる。

遺物は、 土師器杯 (B類） ・ 高台付杯 ・ 甕 (B類） 、 須恵器杯 ( I 類 . III類） ・ 甕が出士している。 しかし、

すべてI」秘労であり 出土量も少ないため、 グループごとの傾向や持徴を導き 出すこ と はできない。

3 ま と め
今回の調査で発見された各遺樅の年代については、 S D3011 溝跡以外はすべてm層に覆われている こ と

から、 灰白色火山灰の降下以前の時期、 すなわち 10 世紀前葉以前とする こ と ができる。 これは須恵系土器

が、 田層中には含まれるが、 各遺構からは出土していないこ と と も矛盾しない。 また上限年代については、

一 番古い／」料癖のいずれにも 、 非 ロ ク ロ調整の土師器 (A類） が見られない こ と から、 大き く 捉えて 8世

紀末頃と考え られる。 したがって、 S D3011 濶弥以外の各遺構は、 この間の変遷と理解される。
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1 上層遺構検出状況 北 よ り

3 下層追構検出状況 北よ り

1 m層出土 ヘ ラ 描 き 土器 土師器・杯
（第3図7 R8 s: 任意）

• 一
2 上層遣構完掘状況 北よ り

4 下層遺構完掘状況 北よ り

6 PIO出土 土師器•杯（第3図4 R2 s: 112) 

写真図版1



Ill 市川橋遺跡第 35 次調査

1 調査に至る経緯と経過
本調査は、 城南土地区画整理地内の個人住宅建設に伴う

ものである。 当該地図司辺では、 近年区画整理に伴う大規
模な発掘調査が実施され、 古代地方都市に関わる遺構•遺物
が多数発見されている。

今回の建設工事は、 基礎工法に細い鋼管を打ち込むいわ
ゆるノもルエ法をとることから、 埋蔵文化財に影響を及ぼ
すことが考えられに そのため、 エ法変更により遺構の保
存が計れないか協議を行なったが、 結論としてパイルエ法
となった。 これを受け地権者から 2月 17 日付けで発掘調査
の依頼があった。 4月 9 日から現地において重機による表
土除去を行なうとともに、 卿寺写真撮影 を行なう。 4月1 5 日
にはSX30 72 と S X3074河川跡を発見 しt� これらの遺構
を完掘することは土砂崩落の危険を伴うため行なわなかっ
た。 同時に、 実測図作成のための基準杭を設置し平面図と
断面図の作成を行なった。4月23 日には重機でSX30 7 4 河
川跡の一部を掘り下げ、 断 面の写真撮影 を行なった後、 埋
め戻しと器材の撤収を行い 一切の調査を終了した) 第1図 調査区位置図

2 調査成果

( 1) 基本層序
I a 層 区画整理に伴う盛土層で層厚約1 . 2m。
I b 層現代の水田耕作土層で層厚25 ,...._,40 cm。

rr 層 黒褐色シル ト ( 2.5 Y3/l ) 層で層厚 3,...._,12 cm。

m 層 調査区の西端部に堆積する黄灰色砂笠土(2/5Y 4/l ) 層で層厚 7 ,...._,18 cm。 灰白色火山灰 をプロ ッ
ク 状に含む。

w 恩 黄灰色砂 (2.5 Y4/l ) 層で層厚 3,...._,20 cm。 炭化物を少砿含む。

V 層 調査区の西半部に堆積する暗灰黄色砂 (2/5 Y5/2) 層で層厚 3 --...,21 C 皿 炭化物を少量含む。

(2) 発見遺構と 遺 物
S X3072 (第2· 4図）

調査区の西半部で検出 した西へ向かって傾斜する落ち込みである。 西側へ拡がっているため、 全体は把
握できなかっt:., S X30 7 4 河川跡と重複がありこれより新しい。 平面形は不整形であ り 、 検出した規模は
東西 1 .5 ........,5 _  3m、 深さは6 3........,8 9cm である。 底面は概ね平坦であり、 壁の立ち上がりは北側ほど急で、 南側
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ほa後い。 埋土は1 層で、 砂の粒子が粗い黄褐色砂である。 なお、 この遺構の北側隣接地には第26 次調査
のA4 4 区で発見したSX20 7 9 がある。 SX20 79 は南北允路を横断する河川に架かるSXl 777 橋跡の南東
側にあり、 東に向かって落ち込んでいる。 灰白色火山灰をプロ ッ ク 状に含む層に覆われ、 またSD 2080 溝
跡と重複がありこれより新しい。 このSX20 79 と今回発見したSX30 72 の位置関係や、 埋土 および平面形
のあり方が極めて類似していることから、 これらは同一の遺構と考えられる。

追物は土師器杯 (B V類） ・ 甕 (B 類） 、 須恵器甕が出土している。

S X 3 074河川跡 （第2 · 3 · 4図 ）
調査区の全面で河川埋土を確認しており、 平面形は確認できなかった。 底面まで掘り下げはしていない

が、 断面観察により東に向かって落ち込む堆積状況が確認できt;:,, S X30 72 と重複関係がありこれより古
い 疇した埋土 は 2 層に分けられ、 1 尼は黄脚鱚、 2 恩はオリ ーブ褐色砂である。

遺物は 1 層より土 師器杯 (B I 類 · B V類）・甕 (B 類） 、 須恵器杯・甕が出土している。

3 まとめ

第35 次調査では、 南北大路を横断する河 川 に架けられた橋の南東側隣接地を調査した。 その結果、 s x
30 74 河川跡とそれより新しい落ち込みであるSX30 7 2 を発見しtY> 以下、 これらの遺構の年代と性格につ
いて考えてみる。

SX30 7 4 河川 跡の年代については、 底面まで掘り下げることができなかったため、 上限の年代を検討す
る資料旅辱られなかっtY> しかし、 堆脚習との関係や遺構の重複関係を見ると、 SX30 74 河川跡ば天白色
火山灰を含むm層に覆われるSX30 7 2 より古いことや、 1 層から土師器甕 (B 類） が出土していることか
ら、 9 世紀を年代の下限と考えておきたい。 一方、 SX30 7 2 の年代については、 この遺構がSX30 7 4 河川
跡より新しくまたm層に覆われる。 このことは、 SX30 7 2 から出土 した迦物の特徴がおよそ9 世紀代にお
さまるものであることや、 須恵系土器が出土 していないことと矛盾しない。 したがって、 SX30 72 の年代
はSX30 74 河川跡埋没以降から10 世紀前葉以前と考えられる。

なお、 SX30 7 2 および同一の遺構であるSX20 79 は平面形や壁の立ち上がり方などが一定せず、 また
埋土 もやや位の大きい砂を主体とした自然堆積である。 これらの特徴は第26 ·27 次調査で発見した南北大
路の側溝や路面 を削る水害の痕跡と似ていることから 、 SX30 7 2 は 人為的な掘り込みとは 考えに く く 、

むしろ水害等の激しい水の流れによって形成されたと考えられる。 このことから 、 こ◎影欝と貞観 1 1 (86 9) 
年に起きた陸奥国大地震による津波との関連性を調べるため埋土 の珪藻分析を実施し迄 珪藻とは藻類の
一種で、 淡水や海水などの環境に応じて特定の生息域を持つ。 そのため、 津波によって海水が流れ込み、

本来淡水性や汽水性の珪藻しか生息しない本調査区から海水性のもの力溺血されることが予想された。 そ
の結果、 海水性の珪藻は検出されなかったことから、 今回の分析からSX30 7 2 が津波の痕跡であること を
裏付けるには至らなかっtY>
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率 器高 享真図版 登録編号 偏考し『

I 土締器 · 甕 SX3074• lー1 ロ ク ロナデ、 体部下半 ；手持ち ロ ク ロ ナ
半

デ
： ナ

、 粘
デ

土紐積み上げ痕 21. 6 7. 6 34. 8 2-2 R I  B類ヘラケズリ 底部：ナデ 体部下 24/24 24/れ

2 土師器 ・ 甕 SX3071・1-1 ロ ク ロナデ、 体部下半 ： 手持ち ロ ク ロナデ｀ 粘
デ

土紐積み上げ痕 21. 4 R 2  B 類ヘラケズリ 体部下半 ： ナ 21/24 

3 士師粒 ・ 甕 SX3071-l-1 ロ ク ロナデ、 体郎下半 ：手持ち ロ ク ロナデ． 体郎下半 ：ナデ 9. 3 2 -3  R 3  B類、

ヘラケズリ 13/24 底 部 ： ヘラガキ 「XJ

単位(cm)
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1 調査区全娯 南東よ り

2 調査区全景 東 よ り

• ·:... ../., ・

4 SX3074河川跡 掘 り 抜 き 断面
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2 SX3074河川跡・1層出土
土師器甕（第4図1 Rl s: 1/3) 

3 SX3074河川跡・1層出土
土師器甕 底部（第3図1 R3 s:  1/3) 
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多賀城市、 市川橋遺跡における珪藻分析
株式会社 古環境研究所

1 .  はじめに

珪藻は、 珪酸質の被殻を有する単細胞植物であり 、 海水域
や淡水域などの水域をはじめ、 涅った土壌、 岩石、 コケの表

面にまで生息している。 珪藻の各分類群は、 塩分濃度、 酸性

度、 流水性などの環境要因に応じて、 それぞれ特定の生息場
所を持っている。 珪藻化石群集の組成は、 当時の堆積環境を
反映していることから、 7屈或を主とする古環境’ 原の指標と
して利用 されている。

ここでは、 市川橋迎称で採取された堆和物について珪藻分

析を行い、 堆積環境を検討する。

2 .  試料

分析試料は、 試料2 (砂礫士） と試料3 (砂礫土） の2点
である。

3 .  方法

試には以下の物理化学処理を施し、 プレパラー トを作成
しt:..,
1 ) 試料から l e記を秤砧する。

2 )  10%過酸化水素水を加え、 加温し反応させなが ら、 一晩

放置する。

3 ) 上澄みを捨て、細粒のコロイ ドおよぴ薬品の水洗を行う。

水を加え、 1. 5時間静置後、上澄みを捨てる。 この操作を 5 、

6 回繰 り 返す。

4 ) 残澄をマイ ク ロ ピペッ トでカバーグラスに滴下し乾燥さ

せる。 マウン ト メディ アによって封入しプレパラー トを作成

する。

プレパラー トは生物顕微鏡で600-1500f音で検鏡し、直線視

野法により 計数を行う 。 同定・ 計数は、 珪藻被殻が100個体以
上になるまで行い、 少ない試料についてはプレパラー ト全面

について精査を行っt:..,

4 .  結果
試料から出現した珪藻は、 真一中塩性種 侮―汽水生種）

4頒群、 貧塩性種 （淡水生種） 47分類群である。 計数され
た珪藻の学名 と個数を表 1 に示す。 また珪藻総数を基数とす
る百分率を算定したダイ アグラムを図1 に示す。

以下にダイ アグラムで表記した主要な分類群を記す。

頃一 中塩性種〕
Achnanthes delica叫a、 Actinocyclussp.、 Naviculaperegrina 

〔貧塩性種〕
Achnanthes /anceo/ata、 Amphora copulata、 Aulacoseirasp.、

Ca/oneis /auta、 Cocconeisplacentula、

Diploneis sp.、 Fragilaria co,istruens、 Gonlf)honemaparvulum、

Hantzschia amphioxys、Mend幻ncircu/are v. constrictum、Navicula

contenta、N血culadecussis、Navicula elginensis、Naviculamutica、

Navicula pupula、 Navicula viridula v. rostellata、 Mtzschia
brevissima、 Pinnulariaborealis、 Pinnularia interrupta、 Pinnularia
microstauron、 Pinnularia subcapitata、 Pinnularia viridis、

Rhoicosphenia abbreviata、Rhopalodiagibb叩la、Surirella angusta 

1 ) 年3
饂性種 （淡水生種） がほとんどを占め、 陸生珪藻の

Navicula mutica、 Nitzschiabrevissima、 Hantzschia amphio.xys 
が優占し、 中～下流性河川環境指標種群のAchnanthes

lanceolata、 沼沢湿地付着生環境指標種群のNavicula elginensis 

の流水性種がやや高率に出現する。 真一中塩性種 （汽水ー海
水生種） の海水砂質干潟指標種群のAchnanthesdelica叫aが低

率に出現する。

2) 試料2

饂暉 （紘生節 がほとんどを占め、 中～下流出可川
環境指標種群のAchnantheslanceolata、 沼沢湿地付着生環境指

標種群のNavicu/aelginensisなどの流水性種の占める割合が高
く 、 Naviculamutica、 Navicula contentaを主l::.J-Iantzschia

amp加巧訊¢どの陸生珪藻の割合もやや高い。 真一中塩性種

（汽水ー海水生種） の海水砂質干潟指標種群のAchnanthes
delicatulaが低率に出現する。

5 .  珪藻分析から推定される堆積環境

以下、 下部より堆積環境の推定を行う。

l ) 虹3 (砂礫土）
貧塩性種 （淡水生種） がほとんどを占め、 中～下流性河川

環ヤ指標種群ないし沼沢湿地付着生環境指標種群の流水性種

が優占し、 陸生珪藻もやや面率に出現する。 こ う したことか
ら、 河川 ないしその縁辺の水草の生育する流水域からやや湿
っt環如赤唆される。 海水砂質干潟環境指標種群などの真
ー中塩性種 （汽水ー 海水生種） が低率に出現することから、

若干ではあるが河口域の干潟の影響を受けた可能性が示変さ

れる。

2 ) 誤科2 (砂礫土）
珪藻の密度がやや低く 、 陸生珪藻が話率とな り優占する。

中～下流性河川環境指標種群およぴ沼沢湿地付着生環塊指標
種群の流水性種がやや高率に出現する。 こ う したことから、

河川の縁辺の流水の影響を受ける涅った環境が示唆される。

6 .  ま と め

市川橋遺跡で採取された2試料について珪藻分析を行った。
その結果、 下部の試料3 (砂礫土） の層準では河川 ないしそ
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の縁辺の水草の生育する流水域からやや湿った環境が示唆さ

れ、 弱いながら河口域の干潟の影響が推定された。 試料2 (砂

礫土） の層準になると、 河川の縁辺の流水の影響を受ける湿

った環境が示唆された。
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w 市川橋遺跡第 37 次調査

1 調査に至る経緯と経過
本調査は、 城南土地区画整理地内の個人住宅建設に t 

伴 う ものである。 住宅の基礎工事にあたっては、 径5
c m、 長さ 7mOY;錮管杭を打ち込むことから 、 地下の
遺構への影響が懸念された。 このため、 施工主及び施
工業者と基礎工法の変更についての協議を行ったが、

申請されたエ法で実施することに決定した。
こ れを受けて、 発掘調査にかかる協議を開始するこ

ととなった。 当該区は、 周辺の調査より城外の幹線道
路である南北大路の西側購上にあることが明らかであ
り、 古代都市を解明する上では重要な地点であること
から 、 調査区の設定及び期間について数回の打ち合わ
せを設けt¼ この結果、 施 工主の協力により、 調査区
については建物の範囲外でも可能な限り広範囲の調査
を実施できること、 期間については 8 月 中旬までなら
可能であることの了解を得た3 その後、 平成1 5 年6月
6 日 、 土地所有者より発掘調査についての依頼書及び
承諾書の提出を受け、 6 月2 3 日 より現地調査を開始し
た。

第 1 図 調査区位置回

初 日 は、 重機による表土 除去を行ったが、 区画整埋による厚さ1 . 5 mの盛土徐去に終始しt;:,, 翌2 4 日 、

旧水田層の除去を行 う とともに 作業員を導入し第2 6次調査後に施した追構保護層の除去及ぴ迫構検出作
業を開始した） その結果、 灰白色火山天降下以降のSX3070 南北大路とSD 3071 西側溝、 SD 3063""-'3067 
1N$癖などを発見し、 これらの迎構が褐灰色砂質土 （田層）上面で検出されることを確認した，2 7 日 より、

m層上面検出遺構の埋土徐去を行い、 SD 3071 では灰白色火山灰降下以降に2 時期 ( c → d 期）の変遷が
あること、 その う ち c 期がSD 307 3 東西溝と接続することを確認しt;:,, 7 月 2 日 、 実測図作成用の基準点
を設置し、 平面図・断面図の作成に取りかかるが、 梅雨時期の調査であったことか ら雨天が続き、 約1 週
間調査を中断した。 9 日 、 調査区の復旧作業を行い、 午後より平面図作成を再開する。 1 1 日 、 m層上面検
出迎構の平面図が終了し、 午後よりこれの除去及び下層遺構の検出作業に入る。 精査の結果、 下層ではS
D3071 南北大路西側溝 ( a · b 期） とSX3061 河川跡などを検出し、 SD307 1 b がSX3061 河川 に合流
していることを確認しt::o 1 4 日 より、 これら下層遺構の埋土除去を開始し、 SX3061 より多量の土器類を
は じめ、 付札木簡や削屑などを発見しt=.,, 18日 、 下層迫構の埋土徐去が完了し、 現地調査の一切を終了し
た。
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2 調査成果
(1 ) 基本層序

今回の調査で確認した層序は、 以下のとおりである。

I a 層 区画整理事業に伴う盛土層で、 層厚は約l.6 mである。

I b 層 現代の水田耕作土で、 層厚は約2 0 cmである。

TI a 層 炭化物が多く 混入する褐灰色粘土 (7. 5 YR4/l )。 南西端部にのみ残存。

Il b 層 褐灰色シルト (1 0YR4/l) や黒褐色粘土 (1 0YR3 /l) が斑状に混入する灰黄褐色シル ト (10 YR5/2)。

南西端部にのみ残存。

III 層 炭化物が若干混入する褐灰色砂質土 (1 0YR4/l) で、 層厚は1 0"-'2 0 CIDである。 今回の調査で
は、 III層を境に上層の遺構と 下層の遺構を確認した》

w 恩 東半部で確認した、 にぶい黄橙色砂 (1 0YR6/ 4)。 本地図司辺においては、 この層が古代の最終
粗謡出面である。

V 層 S X3 06 1 河川跡底面で確認した泥炭層 （スクモ層）。
一部深掘りの結果、 その下層では砂と互

層に堆積していることから 、 古い河川埋土の可能性がある。

(2) 発見遺構と遺物
S X 3070南北大路跡 （第 2 - 6図）

調査区東半部で発見した、 幅23 "-'25 m段階の南北大路跡である。 路面とSD3 071 西 側溝を検出し、 路

面で2時期 (a→ b) 、 西側溝で 4 時期 (a→ d) の変竪を確認しt� ここでは、 側溝の恋嬰から 4時期 (A
→ D) に区分し、 各時期ごとに説明する。

S X 3070A : 北半部でSD3 071 a を約 1 . 4m確認した ほとんどがB 期の側溝に破壊されているため、 規
模及び路面については不明である。

S X 3070B : ill層下層で路面 a とSD30 71 b を発見した。 調査区南端部でSX3 06 1 河川 と接続している。

路面はにぶい黄橙色砂 (IV層）であるが、 側濶際からSX306 1 と接続する南端部及び調査区東端部にかけ
て整地層を確認しt� 整地層は側溝際で40cmの厚さがあり、 4 層に大別することができる（第 4図 ： 13 "-' 
16 層）。 13 層は黒褐色粘土が小ブロ ッ ク 状に多量に混入する灰黄褐色砂質土、 1 4 層 は灰黄褐色砂が混入す
る黒褐色粘土、 15 ·16 層は黒褐色粘土が多量に混入するにぶい黄橙色シルトである。 西側溝は約3.6 m検
出した。 規模は、 上幅 2. 3 "-'2. 5 m、 下幅 1 .8"-'1 .  9m、 深さ 0. 4------0. Smである。 方向は北で0度 41 分東に
傾いており、 発掘基準線とほぼ一致している。 断面形は、 逆台形を呈しており、 壁はほぼ垂直に立ち上が
っている。 底面はC 期側溝に大部分が破壊されているものの、 残存する箇所では概ね平坦である。 底面に
おける比高差もほとんどない。 埋土は 2 層 (ffi 4図 ： 1 1 ・ 1 2 層） に大別できる。 上層は黒褐色粘土が多量
に混入する褐灰色粘質土、 下層は黒色粘土、 緑灰色砂が多量に混入する黒褐色粘土である。

迫物は、 側溝から須恵器杯 (ill類） が出土している。

S X 3070C : ill層上面で路面 b とSD3071 c を発見しナこ 調査区南端部でS D30 73 東西溝と接続している。

路面の埋土は 2 層 (ffi 4 図 ： 9 · 10 層） に大別でき、 下層が褐灰色砂質土、 上層が黒褐色砂質士である。

西側溝は上幅2. 2"-'2.3 m、 下幅1 .3 "-'l .  4m、 深さ0. 7,...,_,o. 8mである。 方向は北で0度53 分東に傾いてお
り、 発掘基準線とほぼ一致している。 断面形は、 逆台形を呈しており、 壁の立ち上がりは急である。 底面
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第2図 皿層上面検出遺構平面図
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No. 土色 • 土性 備考 油 土色 • 土性 備考

I 黒褐色粘土 (IOYR3/I) 炭化物が斑状に混入 II 緑馬色粘土(SGY2/J) 緑灰色シルト (10GY5/l)が混入

黒色粘土(IOYRl. 7/1) 
S 03071 b期

炭化物が多量に混入 12 緑色シルト (IOCY5/l) オ リ ープ黒色粘土(SGY2/l)が多量に混入
S D3071 d期

にぷい黄褐色砂(IOYR4/3) 粗砂層 13 灰黄褐色砂質土(IOYR4/2} 黒褐色粘土(IOYR3/l)、 粗砂が多量に混入

4 黒褐色粘土(!OYR2/2} 粗砂、 植物ロ体が多量に混入 14 黒褐色粘土(IOYR3/2) 灰黄褐色砂(JOYRS/2)が混入

灰黄褐色砂質土(IOYR4/2)
SX3070B路面整地

5 15 にぶい黄橙色シル ト (!OYR6/4) 黒褐色粘土(IOYR3/l)が多量に混入

6 褐灰色砂質土(!OYR4/l) 16 にぶい災橙色シル ト (JOYR6/4) 黒褐色粘土(IOYR3/l) が混入
灰白色火山灰二次堆積 S D3071 c期

7 緑灰色砂 (7. 5GY6/I) 17 褐灰色粘土(IOYR4/I) にぷい黄橙色シル ト (lOYR6/4)が多量に混入

8 褐灰色砂質土(IOYR1/l) 18 にぶい黄橙色砂(IOYR6/4) w層， 黒褐色砂質土(2. SY3/2) 黒褐色枯土(IOYRJ/1}が混入
SX3070C·D路ifi

10 褐灰色砂質土(!OYR4/I) にぶい黄褐色シル ト(IOYRS/4)、 砂粒が混入

南壁断面

ti.. 土色 • 土性 備考 tu 土色 • 土性 傭考

I 黒褐色粘土 (IOYR3/I) 炭化物が斑状に混入 ， 黒褐色砂質土(2. 5Y3/2) 黒褐色粘土(10YR3/l) が混入
SD307l d期

褐灰色砂質土(l0YR4/l)
S X3070C·D路面

黒褐色粘土(IOYR2/2) 粗砂、 植物遣体が多量に混入 IO にぶい黄褐色シル ト (IOYR5/4)、 砂粒が混入． 掲灰色砂質土(lOYR4/l) 炭化物が斑状に混入 C 馬褐色ねんど(IOYR3/l) 炭化物が多量に混入
S X3061河川埋土

灰黄褐色砂(!OYR4/2) d 緑灰色砂(IOGYS/1) オ リ ープ黒色粘土(5GY2/L)と互暦

灰黄褐色砂質土(IOYR4/2)
SD307 J c 期
(6 · 7層はSD

6 褐灰色砂質土(IOYR4/l) 灰白色火山灰二次堆積
3073溝跡 1 · 2層
と同一）

7 緑灰色砂(7. SCY6/I〉 (6 · 7層に多量に混入）

8 褐灰色砂質土(IOYR4/l)

第4図 803071 南北大路西側溝断面図
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には凹凸はほとんど見られず平坦である。 底面における比高差については、 北側から南側に向かって約20
c叫頃斜 している。 埋士は4 層に大別できる cm4 図 ： 5 ,-.._, 3 層 ）。 5 層はにぶい黄褐色砂質土 、 6 層は褐灰
色砂質土、 7層は炭化物が混入する褐灰色砂質土、 8層は黒褐色シルト 、 にぶい黄橙色土が混入する褐灰
色砂質土である。 なお、 南壁のa · b 層は 平面では確認していない。 また、 いずれの層にも灰白色火山灰
が混入するが、 特に 6 · 7屈にはプロ ック状に多量に混入している。

追物は、 路面埋土から土 師器杯 (BV類）、 須恵器杯 ( V類）、 鍛冶滓 （椀形）、 側溝から土師器杯 (B
v卿 • 高台付杯・蓋・甕 (B類） 、 須恵器杯 Cm類 · V類）・ 甕• 長頸瓶 須恵系土器杯、 丸瓦 ( II類） 、

平瓦 ( I A a 類 · IlB a 類· IT C類） がある。

S X3070D : 路面とSD30 7 1 d を発見した。 路面は、 C 期の路面b を踏襲している。 西側溝の規模は、 上
幅1 . 4-----1. 5m、 下幅0. 5 -----0. 6 m、 深さ0.5 -----0 . 6mであり、 方向は北で 1度 47 分東に傾いている。 断面形
は、 椀形を呈しており、 壁の立ち上がりは緩やかである。 底面には北側で凹凸が認められるもの、 全体的
には平坦である。 底面における比高差は、 ほとんどない。 埋土 は4層に大別できる （第 4 図 ： 1 -----4 層 ）。
1 層は炭化物が若干混入する黒褐色粘土 、 2層は炭化物が多量に混入する黒色粘土 、3 恩はにぶい黄褐色

粗砂、 4 層は黒褐色粘土である。

遺物は、 側溝から土師器杯 (BV類） ・甕( A類 .B類）、 須恵器杯・甕・長頸瓶 須恵系土器杯•高台
付杯、 灰釉陶器長に 瓶 、 円面硯、 丸瓦 (Il類 ）、 平瓦 (I A a 類· IlB a 類）がある。 全体の出土数では、

須恵系土器の割合が 40 %と高い割合を占める。 また、 土師器杯には墨書士器 （墨書 「＃」 ）がある。

� 

— " 一一 •• 一 "一 •

" •.. , ー・ ・ , .一
2 3 
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一

― 。
D

a c o
l 
ー

醤号 種類 遺構・層位
叩,n

残口存
径

率 残底存
径

率 器高 写真図版 壁鯰悉丹 備考
外面 内而

l 土師器 ・ 蓋 SD3071 c •  I 層 ロ ク ロナデ． 回転ヘラケズリ ヘラミガキ• 黒色処理 R27 

2 須恵系土器 ・
SD3071 c •  1層 0ク0ナデ 回転糸切り ロ ク ロナデ 04. 3) 5. 9 4. 2 3-2 R28 

杯 19/24 24/24 

3 須恵謁 ・ 杯 SD3071 b •  2 層 ロクロナデ． 回転糸切り ロクロナデ 04. 3) 6. 9 4 R26 Ill類8/24 24/24 

4 須器 ・ 杯
SX3070B ロクロナデ． 底部： 回転糸切り ロ ク ロナデ 13, 7 6. 5 4. 3 R切 V類路iii嗅土 l/24 24/24 

単位(cm)

第5図 803071 b · c溝跡、 SX3070南北大路路面埋土出土遺物
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� cC7 
� 二

-- � 二二二
8 

玉二I 二＼
l l  12 

番号 種類 遺構 · 層位
�"ll 

残口存a率 残""仔""率
外面 内面

I 須恵系土器・ 1 /i!l  ロ ク ロナデ． 底郎 ： 回転糸切り ロクロナデ (12. I) 5.0 
杯 4/24 l3/24 

2 須恵系土器 ・ l 恩 0 ク ロ ナデ、 底部 ： 回転糸切り ロ ク ロナデ (12. l) 4 . 8  
杯 4/24 17/24 

3 須恵系土器 ・ I /ii  ロ ク ロナデ、 旺郎 ： 回転糸切り ロ ク ロナデ 1 1. 9 (
4
4
/
. 以2) 

杯 17/24 

4 須恵系士器 ・ 2屈 ロ ク ロ ナデ、 底部： 回転糸切り ロ ク ロナデ (11 9) 4 5 
杯 5/24 24/24 

6 須恵系土器 ・ 2層 ロ ク ロナデ、 底郎 ： 回転糸切り ロ ク ロナデ (ll. 3) 4 .  7 
杯 5/24 24/24 

6 須恵系土器 ・ 2 /ill  ロ ク 0 ナデ． 底部 ： 回転糸切り 0 ク ロナデ 11.9 3.9 
杯 10/24 24/24 

7 須恵系土器 ・ 2 /1!1  ロ ク ロナデ、 底部 ： 回転糸切り ロ ク 0 ナ デ 13. 75 5. 8 
杯 20/24 12/24 

8 須恵系土器 ・ 2 層 ロ ク ロナデ、 庇 罰 ： 回転糸切り ロ ク ロナデ (11. 0) 5 2 
杯 4/24 21/21 

， 須恵系土器 2思 ロ ク ロナデ、 底部 ； 回転糸切り ロ ク ロナデ (15. I) 7. 2 
高台付杯 7/24 12/24 

10 須
高

恵
台系付土杯器 2 Jii'I  D ク Dナデ、 駈部 ： 回転糸切り ロ ク ロナデ 14. 5 7. 1 

13/24 21/24 

IJ 土師器 ・ 杯 2 層 ロ ク ロ ナデ． 底 部 ： 回転糸切り ヘ ラ ミ ガ キ ・ 屈色処遅 (12. 8) 4. 8 
6/24 16/24 

12 円面硯 1 層 ロ ク ロナデ ロ ク ロ ナ デ (JO.S) 
5/24 

13 lll:石 2 層 計測訳 ： 最大長 s. 45, 最大幅 2.9、 最大厚 2. 45 

第6図 S0307l d溝跡出土遺物

□□/ 

� 

I I I I I I や

単位(cm)
器高 平真図版 登録審号 備考

3. 2 R31 

3. 5 RIO 

4 6 Rl2 

3. 3 眩O

3. IS R23 

3. 6 RI I 

3.85 Rl9 

4 .  15 R21 

4. 65 RIB 

6.1 3ー1 Rl7 

4. 7 R22 体部に墨書 『#J BV頚

3-10 RI4 

R30 
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S 03073 溝跡 （第2 · 7 図）

調査区南辺部の田層上面で発見した東西方向の溝助て、 長さ約 7 mにわたって検出 した, S K3060、 S

D 3062 · 3063 · 3064 · 3065 · 3066 1 N$餌と重複し、 それら よ り も新しい。 また、 東端部でS D3071 c と接

続している。 方向は、 西で4度50 分北に傾いている。 規模は上幅 1. 3,.._,1.5m、 下幅0. 5,.....,0. 6m、 深さ 0. 4

,.....,0. 5mである。 断面形は、 やや丸みを帯びた逆台形を呈しており 、 壁は垂直に立ち上がっている。 底面は

概ね平坦であ り 、 本調査区内での比高差はほとんどない。 埋土は2層に大別できる。 1層は褐灰色砂質土

であ り 、 灰白色火山灰や炭化物が混入している。 2層は黒褐色粘土であ り 、 多罷の炭化物が混入している。

遺物は、 土師器杯 (B II類 · B V類） • 高台付杯 ・ 甕 (B類） 、 須恵器杯 cm類 · V類） ・ 甕 ・ 瓶、 須恵

系土器杯、 製塩土器、 砥石がある。

F F' 
トー 2. 7m → 

o
I

 
占 : !::::::�:�:�;

> !::;::�:'責 編考

遭物取上げ ： 1 層

嚢鰤取上げ ： 2 膚

第7図 803073溝跡断面区l

S D3632-3637 小溝群 （第2図）

調査区西半部の田層上面で発見した南北方向の/J"1$醐てある。 S D307l と重複してお り 、 それよ り も古

い。 方向は、 北で2度"'-'6度東に傾いている。 規模は上幅 0. 3"'0. 6m、 下幅 0. 2"'-'0. 3m、 深さ 4"'10 cm 

である。 断面形は皿状であ り 、 壁は緩やかに立ち上がっている。 底面は凹凸が著しいもの ( S D3067) と

平坦なもの ( S D3062"'-'3066) がある。 埋土は褐灰色砂質土であ り 、 灰白色火山灰が 自然体積する も の cs

D3062 · 3065) と 、 斑状に二次堆租するもの (S D3063 · 3064 · 3065 · 3066) がある。

造物は、 土師器杯 (B I 類 · B ll類 · B V類） ・ 甕 (B類） ． 甑、 須恵器杯 (II類 ・ 頂類 ・ V類） ・ 瓶、

灰釉陶器手付き瓶 丸瓦 (II類） 平瓦 ( II B b類） 、 製塩土器がある。

S K3060 土壊 （第2 · 8 · 9 図）

調査区西端部のrn層上面で発見した土堀である。 SD3073 と重複し、 それよ り も古い。 平面形は、 南北

2 m以上、 東西1. 4m以上の不整形であ り 、 深さは約 20cmである。 断面形は非常に緩やかな皿状を呈して

お り 、 疇にi註評の凹凸が疇でき る。 埋土は3層に大別できる。 1層は褐灰色砂質土が多最に混入す

る黒褐色粘質土、 2層は炭化物が多祉に混入する黒褐色粘質土、 3層が炭化物が若干混入する褐灰色砂質

土である。

遺物は、 土師器杯 (B I 類 · B II類 ・ B V類） ・ 高台付杯 ・ 甕、 須恵器杯 (ill類 · V類） ・ 高台付杯、 甕 •

瓶、 製塩土器、 土器製円盤がある。

S X3069河川 （第 3 · 10 図）

調査区北側のm層下層で発見した河川跡である。 S X3061 と重複し、 それよ り も古い。 北側部分の埋土を

一部除去したのみであるため、 詳細については明らかではない。

遺物は、 土師器杯 (A類） が出土している。
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偏零

褐灰色砂質土(IOYR4/I)が多量に謳入

炭化物が多量に巽入

炭化物が少量機入

遺物取上げ ： l層

遺物取上げ ： ＂＇

o
I

 

mーー 第8図 SK3060 土塙断面図

- ーI --一- - - -- . 一 �--- -
1 2 

― - ― -
― ―ニ 一 ー

4 5 6 

゜ 10cm 

番号 種類 遺構 · 層位 特四
残ロ存

経
寧 残IQ:存

tll
寧 器高 写真図双 昼録看サ 鑓考

外iii 内面

I 土師器 ・ 杯 1 層
DクDナデ， ヘ ラ ミ ガ キ • 黒色処理

14. 9 6. 8 4.65 Rl Bil C類底部 ： 回転糸切りー手持ちヘラケズリ 9/24 24/24 

2 土師骰 ． 杯 l層 ロ ク ロ ナデ． 手持ちヘラケズリ ヘ ラ ミ ガ キ • 黒色処踵
(13.8) 6. 6 5. 05 R2 an類6/公 16/24 

3 土師器 ・ 杯 2陪 ロクロナデ、 回転ヘラケズリ ヘ ラ ミ ガ キ • 黒色処理
(12. 85) 5. 8 5.4 R9 B l 類4/24 2り24

1 須恵器 ・ 杯 2層
ロクロナデ今 ロクロナデ (14. 6) 7. 7 3.95 R4 m類底部 ： ヘラ切 り 9/24 21/24 

5 須恵器 ・ 杯 2層
ロ ク ロ ナ デ、 ロ ク ロナデ

13. 1 6. 95 4 3-5 R7 田頚底郎 ： ヘラ切り 22/24 24/21 

6 須恵器 ・ 杯 1 層
ロク ロナデ． ロクロナデ 13.  75 6. 9 

4. 8 R3 V類底 郎 ： 回転糸切り 17/24 24/公

単位(cm)

第9図 SK3060 土塙出土遺物

゜ 10cm 

番号 1 種類 I 遺構 ・ 層位

土師器 ・ 杯

外iiii

手持ちヘラケズリ ． ョコナデ

面＿

単位(cm)
-··--···--··-· ● ""I 

傭考

7 .  45 RS IA類

第 1 0図 SX3069 河川跡出土遺物
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S X 3 06 1 河川跡（第 3 · 1 1 -18図）
調査区西半部から南側の田層下層で発見した東西方向の河川跡である。 S X3 070 南北大路と重複して

おり、 このうちのB 期と接続し、 C期の路面に覆われている。 規模は上幅 4. 5m以上、 深さl m以上であ
る。 底面及訊祈面は凹凸がほとんどなく平坦であり、 特に壁については地山 と埋土に明瞭な境が確認でき
た。 埋土 は5 層に大別できる。 1 層は炭化物が若干混入する褐灰色粘質土 、 2層は炭化物が多最に混入す
る黒褐色粘質土、 3 恩は炭化物・黒褐色砂質土が多量に混入する黒色粘質土、 4 層は黒褐色粘土が多最に
駆する椒冠羞 5 層が緑灰釦沙と黒褐色粘土の互層である。

遺物は、 土師器杯 (B I 類・B il類·B 田類・B V類）・高台付杯・甕 (B 類） 、 須恵器杯 (Il類・田類・
V類）・杯蓋 • 高台 付杯 • 双耳杯・稜椀・甕・瓶・甑 軒平瓦、 丸瓦、 刀子、 木簡、 挽物皿、 曲げ物蓋板、

椀型滓などがある。 このうち須恵器杯では、 全体に占めるill類の割合が 9割以上と圧倒的に多い。 また、

須恵器杯、 土師器杯には、 墨書土器 「米二DO」 ・ 「本」 ・ 「木」 や漆付着土器、 油煙付着土器などがある。

木簡は5点出土している。 付札が 2点、 削屑が1 点、 用途不明のものが 2点である。

I! a層

SD3073 -f' 

�I褐灰色砂質:色（；し:/】） 1炭化物が斑状に誤入

蝙考

ill物取上げ ： 1 層

呈巨言" 巨宝享己：ご：：
O lm 

I II I I I 
第1 1図 SX306 1 河川跡断面図

;t"条 ―-

I 2
 

―
- ＼ 

司 ［
01 

番号 種類 遣1'1 · 層位 特lllt
残口存径専 残底存径率 聾高 字真図版 輩録蓄号 偏考....... '"'本

l 須恵器 ・ 杯 1 層 ロ ク ロナデ、 ロ ク ロナデ
(13.6) 7, 0 3. 7 3ー14 R53 体部に墨書 『米ニロロi.m扇底郎 ヘラ切り 1/2� 12/24 

2 須恵器 ・ 杯 1 層
D ク ロナデ． ロ ク ロナデ

(l3. l) 7. 2 3. 6 RS5 底郎に墨蓄 rm」 . ID類底郎 ．ヘラ切り 3/24 24/24 

3 転Ill製 l 層 ロ ク ロナデ、 ロクロナデ
(7, 8) R60 m類

須恵雑 ． 杯 底部 ： ヘラ切り 9/24 

� 須恵器 ・ 杯 1 層 ロクロナデ ロ ク ロナデ • 一 RI37 墨書 ffflJ

lt 
単位(cm)

第 1 2図 SX3061 河川跡l 層出土 遺物
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ニ
=--- -- --

一 ．

IO 11 12 

゜ 10cm 

番号 種類 遺 · 層位 �-
戎口存

径
率 残""存

"'
串 器高 す真図阪 昼号 備考外面 匹

9

I 士師器 ・ 杯 2層
ロ ク ロ ナデ、 ヘラミガキ ヘ ラ ミ ガ キ ・ 黒色処理 (IO, 4) 4. 6 3.6 3-3 R95 底郎 ： 糸切 り 1 1/24 24/24 

2 土師器 ・ 杯 2層
ロ ク ロナデ、 底郎 ； 回転糸きり ヘ ラ ミ ガ キ • 黒色処理 (Iヽ1.8) 6.9 4 . 4 5  R93 e n c類体部下半～底郎：手持ちヘラケズ9 9/24 19/24 

3 須恵器・杯 2層
ロ ク ロナデ． ロ ク ロナデ (13. 5) (7.4) 3. 7 R-86 Ill類底郎 ・ ヘラ切り 2/24 8/24 

1 須器・杯 2層 ロクロナデ． ロ ク ロナデ 12. 2 7. 0 3. 75 R87 Jl[類底部 ： ヘラ切り 19/24 24/24 

5 須恵器 ・ 杯 2 層
ロ ク ロナデ、 ロクロナデ (13. 4) 8 l 3.95 R49 底部に墨書 f本J . m類底部 ． ヘラ切り 5/24 20/24 

6 須恩器 ・ 杯 2 層
ロ ク ロ ナ デ． ロ ク ロナデ (12. 9) (7 3) 3.05 邸9 m顛底 部 ： ヘラ切り ll/24 13/24 

7 須器 ・ 杯 2 層
ロ ク ロナデ、 ロ ク ロ ナデ

(14. 0) (7. 6) 3 45 匹6 油煙付着、 m類底部 ： ヘラ切 り 3/24 1 1/24 

8 須恵器 ・ 杯 2層 ロ ク ロナデ、 底部 ： ヘラ切り 、 ロ ク ロ ナデ
(t2. 9) (7.6) 3 85 R'98 D ● 類体部下半 ： 手持ちヘラケズリ 5/24 1 1/24 

， 須患飴 ・ 杯 2層
ロクロナデ｀ ロ ク ロナデ (14. 2) (8.6) 3 95 RIO! m類底郎 ： ヘラ切り 1/21 9/21 

10 須恵器 ・ 杯 2層
ロ ク ロナデ、 ロ ク ロナデ (13. 5) 7. 4 3. 95 RI02 田顎底部 ： ヘラ切り 3/24 18/24 

I I  須恵器 ・ 杯 2層 ロクロナデ、 ロ ク ロナデ (14. 2) 7. 0 4. 45 Rl32 m類底部： ヘラ切り 4/24 12/24 

1 2  須恵器 ・ 杯 2層 体
ロ

部
ク

下
ロナ

半
デ
：

、回底転邪ヘラ
： ヘ

ケズ
ラ切リ り ． ロクロナデ (16. 6) (7. 6) 5.95 R97 I ●類2/24 7/24 

単位(cm)

第 1 3固 SX3061 河川跡2層出土遺物
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番号 種類 遺構· 層位 特徴 ロ径 底径 器高 写真図版 蝉番号 傭考石^ =『M 残存邸 残存渾
I 土師器 · 杯 3暦

ロ ク ロナデ ヘラミガキ、 黒色処理 3
(

.
13
S/2

.9
1 
) (6.9) 4 .  3 R62 BO類体郎下半～底部 ： 手持ちヘラケズリ 6/24 

2 須恵器 ・ 杯 3層 ロ ク ロナデ、 底 部 ： ヘ ラ 切 り ロ ク ロナデ 12 5 7. 4 2. 6 3-4 Rl25 ID類21/24 24/24 

3 須捻 • 杯 3層 ロ ク ロナデ． 底郎：ヘラ切り ロ ク ロナデ 13. 3 8. 0 3.1 Rll6 m類9/24 13/24 

4 須恵器・杯 3層 ロ ク ロナデ ロ ク ロ ナデ (13. 3) (6. 6) 3. 8 RI27 u .  類体郎下半： 手持ちヘラケズリ 1/24 7/24 

5 須恵器 · 杯 3眉 ロ ク ロナデ、 底部：ヘラ切り ロ ク ロナデ (11. 5) 7.8 4. 3 R79 m類3/24 12/24 

6 須恵器 ・ 杯 3眉 ロ ク 0ナデ、 底郎：ヘラ切り ロ ク ロナデ (14. 3) 8. 2 4.1 R72 m類9/24 24/24 

7 須恵器·杯 3層 ロクロナデ、 底部 ： ヘラ 切 り 0 ク 0ナデ 04. 5) 8.9 3.8 Rl29 m類5/24 22/24 

8 須恵器 ・ 杯 3層 ロ ク ロナデ、 底部：ヘラ切り ロクロナデ (13. 5) (7.3) 3. 6 Rl31 mlfli 1/24 9/24 ， 須恵器 · 杯 3層 ロ ク ロナデ｀ 底邪：ヘラ切り ロ ク ロナデ (14 4) 7 6 4. 5 R133 m類4/24 18/24 

10 須恵器・杯 3層 ロクロナデ． 底部：ヘラ切り ロ ク ロナデ 14. 1 8 . 8  3. 7 R80 m類12/24 24/24 

11 須恵器 ・ 杯 3層 ロ ク ロ ナデ、 底部：ヘラ切り ロ ク ロナデ 13.8 8. 5 4.0 R78 田類M/24 24/24 

12 須恵器 ・ 杯 3層 ロクロナデ、 底 部 ． ヘ ラ 切 り ロ ク ロ ナデ 14. 25 7. 9 
4. 6 Rl34 油煙付痘、 田類7/24 24/24 

13 須恵器 ・ 杯 3層
ロ ク ロ ナデ、 底邪 ： ヘ ラ き り ロクロナデ 12. 5 6. 9 1. I Rll1 底郎にヘラガキ. D a 類体部下半～底部： 手持ちヘラケズリ 9/24 24/24 

14 須恵器 · 杯 3層 ロクロナデ｀ 底部 ． ヘラ切り ロ ク ロナデ (13.8) (7. 8) 3. 7 RIIS 底部にヘラガキrx」 、 m類6/24 7/24 

IS 須恵舘 ・ 杯 3層 ロ ク ロナデ、 底部： 回転糸切り ロ ク ロナデ 13. 7 7. 2 
4. 8 R84 V類13/24 24/24 

16 高須台恵
I寸器杯

15. 4 (8. 6) 6. 9 R82 
3層 ロクロナデ ロクロナデ 3/24 15/24 

単位(cm)

第 1 4図 SX3061 河川跡3層出土遺物 ( 1 )
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番号 種類 遣構 ・ 層位 特徴 口径 底径 器高 写真図版 皇錢魯号 備考外面 内ilii 残存準 残存率

I 土師器 ・ 杯 3 層 ロ ク ロナデ、 体部下半 ： ヘラナデ ヘラミガキ、 黒色処理 (8. 3〉 6. 0 s. 75 3ーII Rll9 底部に墨書底 部 ： 回転糸切り 1/24 16/24 

2 須恵器 ・ 杯 3 層 0 ク ロナデ ロ ク ロナデ (13. 9) (8. 2) 3. 9 3-13 Rl21 底部に墨書 「口志口J .ID類底11!1 : ヘラ切り 7/24 10/24 

3 須恵器 ・ 杯 3層 ロ ク ロナデ ロクロナデ (13. 9) 8. 0 4. 4 3ー12 Rl22 底部に墨書 「木」 . m類底 部 ： ヘ ラ 切 り 6/24 24/24 

4 須恵器 · 杯 3層 ロ ク ロナデ ロ ク 0 ナ デ (12. 3) 7. 4 3. 85 RI 17 体部外面に墨痕、 田類底部 ： ヘラ切り 5/24 24/24 

5 須恵器 ・ 杯 3 層 ロ ク ロナデ ロクロナデ (6.8) ． Rl20 底郎に墨書 「官J 、 田鋲底部：ヘラ切り 1 1/24 

6 土師器 · 杯 3層 ロ ク ロナデ、 底部 ： 回転糸切り ヘラミガキ、 黒色処理 (8.0) 3-7 R\06 内iiilこ刻線. B II c 類体郎下半 · 手持ちヘラケズリ M/25 

7 転用硯 3層 3-8 RI 12 （須恵器 · 甕）
8 土疵器 ・ 杯 3 層 ヘラミガキ、 黒色処理 ヘラミガキ、 暴色処理 8. 1 , . .  R94 内面に漆付着17/24 

， 土師器 ・ 甕 3層 ロ ク ロナデ、 手持ちヘラケズリ ヘ ラ ミ ガ キ • 黒色処理 20. 4 11.6 12. 3 3-9 Rl35 13/24 12/24 

単位(cm)

第 1 5図 SX3061 河川跡3層出土遺物 (2)
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番号 鴨類

須恵器 ・ 甕

遺構・屠位

3層

外面 丙面

字芍； ズ リ 一回転ヘラケズリI ロ ク ロナデ、 ヘラナデ

2 
I

須恵器 ・ 甕 I 3屈 l ロ ク ロナデ、
回転ハケメ→手持ちヘラケズリーハケメlロ ク ロナデ． ヘラナデ

単位(cm)
備考 I 

3-6 
I 

R4:2 

R4:3 

3 
I

須思器 ・ 甕 I 3層 l平行ククキ 当て具痕 RH 

第 1 6囮 SX306 1 河川跡3層出土遺物(3)
30 
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゜ 10cm 

番号 種類 遺構 · 層位 法量 写真図阪 登録番け 編考

刀子 3層 長さ ： 一 ． 饂 ： (4!'部分） 1、 3、 （柄部分） 政大1.55 RI 

2 木製品 3磨 直径 ： 3. 9、 最大厚 ： 0 6, R4 漆付蛸

3 木製品 ・ 詮 3層 最大径： 6.0. 最大厚 ： 1.55 R2 2箇所に穿孔あり

木製品 3庖 長さ . 8.5以上、 最大厚： 1.0 R13 

木製品 3陪 長 さ ： 16以上、 最大厚： l. 21 Rll 

木製品 3 層 長さ ： 12以上、 最大幅 ： I. 6、 最大厚 ： o. 7 RI 木簡状木製品？

7 木製品 3 闇 長
（柄

さ
）

： 19. 8, 幅 ：（身） 2 .  75, (柄） 0. 95-1. 2、 厚さ ： (ti') o. 3 -o. 6. R9 o. 95 
木製品 3 陪 荘 径 ： 18.0、 最大厚• 0.65 R6 丙面刃物痕曲げ物・董板
木製品 3層 ば径： 16. 0、 最大厚： 0. 8 R7 附面刃物痕曲げ物・葦板

単位(cm)

第 1 7図 SX306 1 河川跡3層出土遺物 (4)
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番号 I 種類 l 遺構 · 層位 法量

単位(cm)一'I
偏考

木製品
挽物·.Ill

木製品

3層
I

口 径 ： 一、 底径 ： 20. 6、 器高 ： 一

3眉 長さ ： 38.2、 最大幅： 10.0、 最大厚 ： l.5 

RS I内面に刃物痕

RS 

第 1 8図 SX306 1 河川跡3層出土遺物 (5)
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匹

I 
遺構 ・ 層位

1 土師翡 ・ 杯 m層

躍
ズ Iヘラミガキ、 I.II色処理

単位 (cm)

傭考

2 I 須恵器 ・ 杯 I m層 3. 7 R63 1m類

3 I 須恵器 ・ 杯 I m層 4. 5 

第1 9図 皿層出土遺物

3 考察
今回の調査では、 南北大路跡とこれに接涜する東西溝跡 • 河川跡、 土城、 I」講群などを発見した。 これ

らの遺構は基本層序皿層をはさんで、 上層の遺構群 ( SX30 70 C · D 南北大路跡、 SD30 7 3 東西溝跡、 S
D3062 ,...._,306 7 1J畑 SK3060 土壊）と下層の迫構群 ( SX30 70 A ·B 南北大路跡、 SX306 1 · 306 9 河
川跡、 SK3068 土壊） に大別することができる。 また、 上層の遺構では、 SK3060 を除くすべての追構埋
土中に 10 世紀前葉頃に降下したとされる灰白色火山灰が自 然堆租もしく は二次堆積しているのが確認で
きるが、 IIl層及びその下層の迪構には全く認め られない。 このことは、 SK3060 以外の上層遺構の年代を、

10 世紀前葉以降とすることができると同時に、 下層遺構については10 世紀前葉以 前 に下 限年代をもとめ
ることができる。 一方、 出土した追物を見ると、 SX306 1 、 SK3060 から比較的多く の土師器杯・甕、 須
恵器杯が出土している。 以下、 これら 出土迎物の年代について検討した後、 発見した迪構の年代について
まとめてみたい。

( 1 ) 出土遺物の年代
SX306 1 は基本層序rn層下層で発見 した河川 跡であり、 SD30 7 1Bと接続している。 埋土 は3 層 に大別

できるが、 1· 2層出土土器が少ないため、 こ こでは3 層出土 土器と併せて検討する。 土師器杯では、 A
類が 1 点確認できる以外はすべてB類である。底部切離しあるいは再調整が明らかなものは、 B I 類 3 点、

B il類 12 点、 B II C 類 5点、 B 田類1 点、 B V類 7 点あり、 再調整を施すものが 7割以上を占める。 土師
器甕は、 9割以上がB 類である。 須恵器杯は、 底部切離しが明らかなものはIl 類 5 点、 TI a 類 3点、 頂類
14 6 点、 V類 9点あり、 無調整のm・V類が 9割以上を占めている。 底径／口径比は4 9,......,57、 径高指数は
20 "-'38、 外傾度は1 9"-'40 の間に分布しており、 底径／口径比が 54"-'6 1 、 径高指 数が26 "'32 、 外傾度が26
"'2 9、 31 "-'34 の間にややまとまって認め られる。 このよう な土師器杯・甕及び須恵器杯の特徴は、 延暦24
年 (80 5) を上限とした 9世紀中葉頃の年代が与えられている市川橋追跡SD1 522 出土土器 （註1 ) と類
似していることから、 SX306 1 出土土器についても 9世紀初頭～中葉頃のものと考え られる。

SK3060 は皿層上面で発見した土壊である。 前述したとおり、 埋土中に灰白色火山灰が全く 含まれてい
ないことから、 10 世紀前葉を下限年代とすることができる。 出土追物には土師器、 須恵器がある。 この う

33 



3 4  

ち土師器杯はすべてB類に限られ、 底部切離しあるいは再調整の明らかなものは、 B I 類 1 点、 B II類 2

点、 BV類2 点である。 底径／口径比は 45 ,-.._,48、 径高指数は3 1,-.._,42 の間に分布している。 土蔀器甕はA
類が 1 点ある以外はすべてB類である。 須恵器杯では、 III類 7 点、 V類6 点であり、 III類とV類がほぼ同
量出土 している。 底径／口径比は50,-.._,53 、 径高指数は2 7 ,-.._,35 の間に分布する。 資料数は少ないものの、

これら⑰樹敦をみると、 土師器杯に限って見れば、 9 世紀後半頃の年代が与えられている多賀城跡鴻の池
第 10 -u 層出土土器 （註2 ) と類似している。 一方、 須恵器杯については、 III · V類の割合がほぼ半々で、

かつそれらが主体となる点をみると、 9 世紀中葉に位置付けられている多賀城跡SK216 7 出土の須恵器杯
（註3) と類似している。 したがって、 SK3060 出土土器については、 9 世紀中葉～後葉頃の年代を与え

ておきたい。

(2) 遺構の年代
前述のように、 今回発見した遺構は基本層序皿層を挟んで、 上園の遺構と下層の遺構に大別することが

でき 、 さらに灰白色火山灰の堆稼状況や出土した遺物の年代より、 下恩のSX306 1 河川が 9 世紀初頭～中
葉頃、 上層のSK3060 土城が 9 世紀中葉～後葉頃のものと考えられる。 また、 m屈の年代については、 灰
白色火山灰が全く含まれていないことや、 SX3061 及びSK3060 との関係から判断して、 SX306 1 埋没
後の9 世紀中葉頃に堆稜したものとしておきたい。

一 方、 南北大路についてみると、 市川 橋遺跡第 27 次調査の成果より、 西側溝において表1 のような対
応関係を捉えるこ とができる（註4) 。 年代についてはSD l768 c を 8世紀末,..._, 9世紀中葉頃、 SD 1 768
e を 10 世紀前葉～中葉頃、 SDl 768 f を 10 世紀中葉頃としている。 今回の調査では、 SD3071 b が s x

306 1 河川跡と接続することから 9世紀初頭～中葉頃、 SD3071 c 埋土 中に灰白色火山灰が二次堆積するこ
とから、 SD30 71 c · d については10 世紀前葉以降で
あることが判明しており、 年伐的にも一致している。

SD3073 東西溝はSD30 71 c と接続していること
から、 10 世紀前葉以降の年代である。

1N限詳については、 灰 白色火山灰が自然堆積するも
の (SD3062 ·306 5) と、 斑 状に二次堆積するもの (S
D3063 ·306 4 ·3 066 ·306 7) がある。 前者については
9 世紀後葉,..._,10 世紀前葉頃、 後者については10 世紀
疇以降と考えておきたい。

4 .  ま と め

第27次S D1768西側溝
a 期 ： 倉l囮醐
b期 ：
c 期 ： 規模最大
d期 ： 上層に灰白色火山灰

が自然堆積

e期
f期

表 1

l. 城外の区画道路のうち、 南北大路とその西側の一部を調査した。

S D3071 

a期
b期 ： SX3061 と合流

c期
d期

2. 南北大路では、 4時期の変遷を確認した。 このうちB 期では 9世紀初頭～中葉頃のSX306 1 河川
跡と合流していることが明らかとなったっ

3. 今回の調査区では、 南北大路建設当初の西側溝は確認するこ とができなかった。
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第26次調査A44区 ゜ 10m 

(S:1/250) 
第 20 図 第 37 次調査区周辺遺構配置図

（註1) SD1522 出土土器の特徴と しては ①土師器杯にはA · B類があるが、 A類i胡巫めて少ない、 ②丑暁�B類は底部切離し後、 再調整
を施したものが 7割を占める、 ③丑雨器甕にはA · B類があり 、 A類力約2割、 B類が約8割である、 ④和腿辞Fて1ま無闊靭苅I · V
類が9割を占め、 このうち田類が約 7割、 V類が3割である、 という ことがおf られる。 また、 須忠器杯については 径麻指数が 24
--41 の間に分布し、 1層で26-33、 2層で25-31周辺に集中すること、 外傾度については21-位の間に分布し、 1層で34--40、 2
層で31�36、 38�2周辺に集中する傾向が認められる。 （多賀城市教育委員会 lirn川橋迫跡一城南土地凶輯也製l堺召::.JJ,かる発掘
調lI』 多賀城市文化財調査報告書第70集 2003) 。 S X3061 河川跡出土遺物については、 須恵器杯m類の占める割
合が圧倒的であ る こ と や、 外傾度がやや小さい点で相違するものの、 相対的に見て同様であると判断した。

ほ2) 第11 陪出土土師器では、 G追経／口径比が40-印 前後、 ＠追瑯の切り離しが明らかなものはすべて回転糸切り 、 ③再調整されたも
のの占める割合が多いこと 、 第10層出土七眼器では、 G迩径／口径比が36--46、 径高指数が27�38、 ＠造部の切り離しは圧倒的に回
転糸切りのもが多い、 ③半数は再調整されないものである と うい特徴が指摘されている （宮城県多賀郷称諏顎形窃r li'il森妍珍賀城
跡調査研究所年報1991』 1992 )。 これらと比較すると、 SK3060出土丑浙器は、 概ね10�11層出土丑暁靱激霧におさまるものと
考えられる。

ほ3) SK2167出土の須蜘辞ド"t'!i.. ヘラ切りのものが47%、 回転糸切りのものが30%あり 、 全体⑪約8割を占めている。 （宮城県多賀城
助調査研癖 作城県多賀城朗調査研究所年報1992』 1993)

註4) 多賀城市教脊委員会 rm川橋遺跡一 城南土地 l一 幣埋躾業にかかる発掘調査報告苔DI.!I 多賀城市文化財調査報告苔第75集 2004
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1 S D307ld · 2 層出土 須恵系土器 • 高台付杯 8 S X3061 ・ 1 層出土 転用硯 須恵器 ・ 杯

（第6図10 Rl7 S:1/3) （第15図2 R50 S:1/2) 
2 S D307lc · 1 層出土 須恵系土器 ・ 杯 ， S X3061 · 3 @出土 士師器 ・ 甕

（第5図l R28 S:1/3) （第15図8 Rl35 S:1/3) 
3 S X3061 · 2 層出土 土師器 ・ 杯 10 S D307ld · 1 層出土 円面硯

（第13図1 R95 S:1/3) （第6図12 Rl4 S:1/2) 
4 S X3061 · 3 陪出土 須恵器 ・ 杯 11 S X3061 · 3 層出土 磁書土器 土師器 ・ 杯

（第14図2 Rl25 S:1/3) （第15図l Rll9 S: 任意）
5 S K3060 · 2 陪出土 須恵器 ・ 杯 12 S X3061 · 3 層 出土 墨笞土器 土師器 ・ 杯

（第9図5 R7 S:1/3) （第15図3 Rl22 S: 任意）
6 S X3061 · 3 層出土 須恵器 ・ 甕 13 S X3061 · 3 層 出土 暴書土器 土師器 ・ 杯

（第16図l R42 S:1/3) （第15図2 Rl21 S: 任意）
7 S X3061 · 3 層出土 土師器 ・ 杯 14 S X3061 · 1 層出土 墨魯土器 土師器 ・ 杯

（第15図6 R106 S:1/2) （第12図l R53 S: 任意）
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v 市川橋遺跡第 38 次調査

1 .  調査に至る経緯と経過
本 調 査 は、 個人住宅建設 に伴う も のである。今回

の開発計画 は基礎工事 に湿式柱状改良 工法 をとる こ

と から、 埋蔵文化財へ の影響 が懸念 された 。 そ のた

め、 発掘 調 査実施 の協力 を地権者 に求め、 平成 15

年 6 月 6 日 に承諾書 の提出 をうけた こ とから事前 調

査と して実施した なお、 本 調 査地点は、 城南土地

区画整 理事業 に伴う 第 27 次調 査A 4 区 に 隣接して

いるこ とから、 古墳時代 から平安時代 に か けて の河

川跡の存在 が当初より 予想 されナこ 調 査 は6 月 24

日 から開始 し、 はじめ に重機 を使用 して城南土 地区

画整 理事業 に伴う盛土( I a 層）・ 現 代の水田恩 ( I b 

層）の除去を行い灰白色火山灰粒 を含むIl恩 を検出

しtc., 26 日 からは作業員 を動員 してIl層 の除去 を行

い、 遺物を包含する堆積層 とそ の北 辺 に若干 のヒ゜
ッ

ト を発見する。 こ の堆積酒の性格 を把握するた め に

調 査 区際 に 土層観察および排水溝 を兼ねた サブ ト レ

ンチ をめぐらせtc.,平面・断面で の出層観察 の結果、
第 1 図 調 査区位置図

東西方向 に流れる河川 跡の北岸付近であ る こ とが判明 しナこ 堆積土中 に は土器等 の迫物が比較的多量 に含

まれている こ とから、 旦層( S X3057B河川 跡埋土） よ り 掘 り 進める こ ととした) こ の作業と並行して北側

に分布する S X3057A河川跡埋土上 面で検出 した ヒ
゜
ッ ト の精査と平面·断面図 の作成 を行っt� 迫物は層

ごと に 取 り 上げ、 7 月 16 日 ま で に はS X3057A河川 跡埋土まで掘 り進めt� 翌日 、 調 査 区全景およぴ土層

断面 の写真撮影、 平面 • 断面図 の作成 を行い現 地で の調 査 を終了 した。 こ の後 、 直 ち に埋め戻 し を行 う 予

定であっ た が、 悪天候が続き 8 月 4 日 に埋め戻 し を行い一 切 の調 査 を完了した。

2 調査成果
( 1 )  基本層序

今回 の調 査区で確認 された基本層序 は以下 の通 り であ る。

I a 層 ： 区画整 理に伴う盛土層で、 層厚 はl. 7m。

I b 層 ： 現 代の水田耕作土層で、 層厚 は15 cm前後。

rr 層 ： 褐灰色シル ト (10YR4/l) で、 層厚 は10,...,20 C叫 調査区全域 に分布し、 灰白色火山灰粒 を含むこ

とから、 10世紀前葉以降 に 堆稜 し た 土層。 平安時代 の河川埋 土 を覆 う。

m 層 ： 浅黄色砂質土(5Y7/4) で、 層厚 は50cm 以上。平安時代 の河川 埋土 よ り 古い。
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( 2) 発見遺構と遺物
S X 3057 河川跡： ほぼ同位置で2 時期 ( A→B期）の変遷を確認した。 以下古い順に説明する。

S X 3057A河川跡( ffi 3,..._, 5 図 ）
東西約 6m、 南北約 4. 5mの調査区全域で検出した東西方向に流れる河川跡である。 B 期の埋土でほぼ

全面を覆われている。 SK30 58と重複しておりこれより古い。 深さは0. 6m以上、 埋土 は2 層に分けられ、

いずれもス クモ 休炭粒と遺物を含む）と砂の互層である。 北岸の立ち上がりはB 期に比べ角度 を持って
傾斜する。 なお、 A期河川跡の底面までは完掘していない。

遺物は埋土 (13 層 ）より土師器杯 ・ 甕、 須恵器杯•高台付杯・蓋・鉢•高杯•瓶 •長頸瓶 ・ 甕、 丸瓦( II a 類 ・
II B  a 類）•平瓦 ( JI B類 · II B a 類 ）、 墨書土器 ・ 人面墨書土器、 製塩土器、 木簡状木製品、 斎串、 糸巻
き、 挽物、 鮫具、 金具？ 、 砥石、 剥片（勲濯石製）が出土 し、 須恵器の量が最も多い。 土 師器杯は21 点中、

BI 類が 48%、 B IT類が52%と約半々 の割合である。 土 師器甕はA類とB類のものとがあるが、 後者の最
が圧倒的に多い。 B類のものには体部上半にタタキ痕を残すものもある （この痕跡はB期出土の甕にもみ
られる）。 須恵器杯は96 点中、 I 類 ・ 6 %、 II 類 ・ 5%と少量であり、 III類が89%とほぼ 9 割 を 占める。 底
径／口径比では、 図示した坪で見た場合50 ,-.._,57 の間に分布する。 平均は58である。

S X 3057 B 河川跡（第 5 ,-.._, 7 図 ）
A 期 と同痴周査区全域で検出しt� II層によって全面を覆われている。 SK30 58と重複しておりこれよ

り新しい。 深さは0 . 6 "--0. 8mを計る。 北岸の立ち上がりは緩やかに傾斜する。 埋土は大別すると 3恩に分
けられ、 上層 (1 ,-.._,5 層）、 中層 ( 6 層 ）、 下層 ( 7 "-10 恩）となる。 上層 は木炭粒を含む灰黄色シル トとオ
リ ーブ黄色砂質土からなる。 中 層 は下 にいくほど木炭位の混入が多い黄灰色シルト。 下層 は灰オリ ープシ
ルトとスクモの互層である。

下層から出土した遺物には、 土師器杯 ・ 鉢 ・ 甕・ 甑 須恵器杯•高台付杯•双耳杯 ・ 稜椀 ・ 双耳鉢 ・ 鉢•
蓋•高杯瓶 ・ 小瓶 ・ 甕、 軒丸瓦 頃弁蓮華文）・ 丸瓦 ( II類· II B類） •平瓦 ( II B類） 、 墨書土器 ・ 人面墨
書土器、 漆付着土器、 漆器 （箱）、 カマ ト形土器、 転用硯、 砥石、 鉄滓 傍底滓）がある。 土師器杯は26
点中、 B I 類が 1 9%、 B IT 類が81 %である。 この内、 B I 類に底部が回転糸切り→体部下端回転ヘラケズ
リ 調整で、 内 面に回転ヘラ ミ ガ毛闊整を施すものが1 点認められた） 須恵器杯は152 点中 、 1Il類が94%を
占め、 残りが I類 · 4%、 JI類 ・1 %であるが、 わずかに1 点V類 (1 %) が認められt� 底径／口径比では、

図示した坪で見た場合 4 9,-.._,54 の間に分布する。 平均は55 である。

中層から出土 した遺物に は、 土師器杯 ・ 鉢・甕・ 甑、 須恵器杯•高台付杯 ・ 蓋•高杯•瓶 ・ 小瓶•長頸瓶 ・
甕、 ・ 丸瓦 ( IIA類）• 平瓦( IA類 · II B a 類） 、 墨書土器 ・ ヘラ描き土器、 漆付培土器がある。 土師器杯
は6 点中、 B I 類 . B JI類がそれぞれ半々 を占める。 この内、 B I類に内面調整が回転ヘラ ミ ガキを施す
ものが2 点認められt� 須恵器杯は43 点中、 IlI類が74%で、 他 はI 類 · 5%、 II類2 1 %である。 底径／口
径比では、 図示した坪が 2 点 と少ないが 50 と 56 である。

上層から出土した迪物には、 土師器杯 ・ 甕、 須恵器杯・嵩台付杯 ・ 高台付椀 ・ 蓋·瓶•長頸瓶（壷G を含む）
•甕 霞鯛陶器、 転用硯、 丸瓦 ( II類）•平瓦 ( II B類 ・ JI B a 類） 、 墨書土器、 カマ ド形土器、 製塩土

器、 土器片製円盤、 砥石、 鉄滓がある。 土師器杯は75 点中、 BI 類が29%、 B II 類が3 9%、 BV類が32 %
で構成される。 須恵器杯は13 9 点中、 IlI類が86 %、 I · II類が2%、 V類が12 %認められる。 底径／ 口径
比では、 図示した坪が 2点と少ないが 4 4 と 6 1 である。
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単位 (cm)

香号• 種類 遺構 ・層位
特 徴 ロ径 氏径 譜高 写真図阪 皇録香号 偏 考

外iii 内面 残存皐 残存平

I 土師器 ・ 杯 SX3057A ・埋土 ロクロナデ、 体部下半； 手持ちへ ヘラミガキ． 黒色処理
6. 4 R26 BDc類

ラケズリ 底部： 回転糸切り 24/24 

2 須恵翡 ・ 杯 SX3057A ・ 邁Kヒ 0 ク ロナデ、 底部：ヘヲ切り ロ ク ロナヂ (10. 5) (6. 4) 3 . 8  Rl5 田類4 5/24 7. 5/24 

3 須恵器 ・ 杯 SX3057A ・埋土 ロ ク ロナデ、 底郎：ヘラ切り ロ ク ロナデ・ ( 11.9) 8. 0 4.8 2-l R7 ＂類22/2� 24/21 

4 須恵器 ・ 杯 SX3057A ・ 壇l± D ク Dナデ、 底部：ヘラ切り 0 ク ロナデ・ (IZ. I) 7. 4 3. I RJ6 m 類5/24 24/24 

5 須恵器 ・ 杯 SX3-0S7A ・握土 ロ ク ロナデ． 底郎；ヘラ切り ロ ク ロナデ
・ (12.9) 7. 6 3 .  7 RI m類4/24 24/24 

6 須恵雑 ． 杯 sx⑳ 57A ・ 壇土 ロ ク ロナデ、 底部：ヘラ切り ロ ク ロナデ・ (13. 2) (6. 8) 4. 2 2-2 RIO m類15/24 22/24 

7 須恵器 ・ 杯 SX3057A ・埋土 ロ ク ロナデ． 底罰：ヘラ切り ロ ク ロナデ・ (13. 0) (7. 4) 3. 3 RS 田類6/24 1 1/24 

8 須恵器 ・ 杯 SX3057A ・壇土 ロ ク ロナデ． 底郎：ヘラ切り ロ ク ロナデ◆ (IJ. 0) (8. 4) 3. 5 R179 m顆5/2·1 7/24 

9 須恵器 ・ 杯 SX3057A ・漫土 ロ ク ロナデ、 底部：ヘラ切り ロ ク ロナデ
‘ (13. 6) (7 2) 3. 6 Rl9 底郎内面に油煙付清 田類3. 5/24 11/24 

10 須恵器 ・ 杯 $X3057A ・壇土 ロ ク ロナデ． 底部：ヘラ切り ロク ロナデ・ (13. 6) (7. 8) 4 . 1  R2 m類4 5/24 18/24 

11 須恵器 ・ 杯 SX3-057A ・慢土 ロクロナデ、 底部： ヘラ切り ロ ク ロ ナデ' (13. 7) (7. 6) 4. 4 2-3 R74 底部外面に墨書 「下J 、 外面
13/24 18/24 に油煙付糟 m類

12 須恵器 ・ 杯 SX3057A・壇土 ロ ク ロナデ． 底部：ヘラ切り ロ ク ロナデ・ (13.8) (9. l) 3. 7 R6 m類5/2』 1 6/24 

第3図 SX3057A河川跡出土遺物 ( 1 )

42 



·— 

， ー' " ,,_ _  

" '
" "— _,, ・・ •— ― -· ,. _ —.  · -

" 

I ."'-"'\'! 呟心ヽ、 2 3 ぷヽ

" — •  

,__ _  
., ● • • 一

I'-) 
ぷ

ぶ

' �- こ
'' 

ーロ? t二 —ー ／

魯号 II類

l 須恵翡・杯

2 須恵器 ・ 杯

3 須恵塁 ・ 杯

4 須恵器 ・ 杯

5 須恵給 · 杯

6 須恵器 ・ 杯

1 須恵器 · 杯

8 須恵器 ・ 杯

9 須恵器 ・ 杯

10 須恵雑 ． 杯

11 須恵器 ・ 杯

12 須恵器 ・ 醤

il'I構 ・ 層位

SX30S7A ・ 垣出こ

SX3057A • 項ヒヒ

SX3057A ・ 埋土

SX3057A ・ 壇土

SX3057A ・糎土

SX3057A ・ 環土

SX30S7A ・ 埋土

SX3057A ・ 埋土

SX3057A • 項Kヒ

SX3057A ・ 埋±

SX3057A ・壇土

SX3057A ・ 9ヒヒ

12 

特 徴 ロ径 底径 器高
外iii 内iii 残存率 残存寧

ロ ク ロナデ． 底郎：ヘラ切り ロクロナデ
・ (14.0) (7. 2) 3.  7 6. 5/24 11/24 

ロ ク ロナデ會 庇部 ヘラ切り ロクロナデ・ (14. 2) 9. 2 4 . 4  13/24 24/21 

ロクロナデ、 底部： ヘラ切り ロクロナデ・ (14.4) 8.4 3. 8 14/24 24/24 

ロクロナデ、 底郎：ヘラ切り ロクロナデ・ (14 5) (8. 6) 4. 0 7. 5/21 20/24 

ロクロナデ、 底 部 ： ヘラ切り ロクロナデ (14. 6) (9. 2) 3. 9 4/24 18/24 

0クロナデ、 底1111: ヘラ切り ロクロナデ・ (14. 8) (7 8) 3.6 3/24 9/24 

ロクロナデ． 底部：ヘラ切り ロクロナデ
・ (15.1) (8. 0) 39 2/24 9/24 

ロクロナデ、 底郎：ヘラ切り ロクロナデ’ (IS. 3) (9. 9) 3. 6 14/24 14/24 

ロクロナデ、 底 郎 ： ヘ ラ 切 り→手 ロ ク ロナデ•
(15. 6) (8. 7) 5.6 持ちヘラケズリ 3/24 7/24 

ロ ク ロナデ、 底郎 ： ヘラ切り ロクロナデ (7. 7) 
12/24 

ロ ク ロナデ、 底部 ・ ヘラ切 りー手 ロクロナデ・ (20. 5) (11 3) 7. 5 持ちヘラケ ズ リ 20/24 23/24 

ロクロナデ． 天井部： 回転ヘヲケ ロクロナデ・ (17. 3) (3. 5) 4. 2 ズ リ 9/24 21/24 

第4図 SX3057A河川跡出土遺物 (2)

単位 (cm)

写真図版 皇録奮号 偏 考

Rl8 m類

2 - 4  R3 m類

2-5 邸 (If類

Rl7 m類

R9 m類

Rl4 m類

Rl3 m類

2-6 R47 m類

R20 Us類

R4 田類

2-7 Rl2 a. 類

2-8 R22 

g o
ー

ー
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香号 檀類 遣構 ・ 層位 特 徴 ロ径 底径
醤高 万真図版 丑絨番号 儡 考

外面 内面 残存渾 残存箪

I 須恵駿 ・ 甕 S X3057A ・ 坦ヒヒ ロ ク ロ ナデ｀ 櫛撞波状文 ロ ク ロナデ・ R23 
2 須恵器 ・ 甕 SX3057A ・ 遅土 ロクロナデ、 廊措波状文 ロ ク ロ ナデ・ R24 
3 土師器 ・ 杯 SX3057A · fflヒヒ ロクロナデ、 手持ちへ9ケズリ ヘラミガキ、 黒色処曙 R28 底部外面に墨書 r口J BD類

4 土師器 ・ 杯 SX3057A ・ 埋土 ロクロナデ ヘラミガキ、 黒色処護 R29 外面に墨書 「+J

S 土師岱 • 甕 SX3057A ・ 坦ヒヒ ロ ク ロ ナデ ロ ク ロナデ 2-12 R27 体部外面に人面1l!書
ロ緑部 ヨコナデ、 体郎下半から

6 土師器 ・ 杯 SX3057 B ・ 下眉 底部： 手持ちヘラケズリ→ヘラミ ヨコナデ、 ヘラミガキ " ヽ 9 RIOS 古墳”代中期
ガキ

7 土師器 ・ 杯 SX3057 B ・ 下眉 ロクロナデ、 体部下半～底部 ： 手 ヘラミガキ、 黒色処埋 (10.4) (5. 3) 4 l R48 BO類持ちヘラケズリ 11/24 16/24 

8 須恵牲 ・ 杯 SX3057 8 ・ 下層 ロクロナデ、 経部：ヘラ切り ロクロナデ・ (JJ.0) (6 6) 3. 9 R37 田類11/24 ll/24 

9 須恵器 ・ 杯 sx函7 B ・ 下層 ロクロナデ． 底郎：へ9切り Clクロナデ・ 01.2) (6. 1) 3.9 R40 田類8/24 12/24 

10 須患辟 ・ 杯 SX3057B ・ 下層 ロクロナデ． 底郎： 回転ヘラケズ ロクロナデ・ (12. 0) (7. 4) 3 .  7 R46 底郎外面に墨痕有り l 類リ 5/21 10/2� 

ll 須恵器 ・ 杯 SX30S7 B ・ 下層 ロクロナデ、 底部；ヘラ切り ロ ク ロナデ・ (12.9) 7. 3 3 . 9  2-16 R44 底部外面に墨書 「下野」 m類16/2� 24/24 

12 須恵鯰 ・ 杯 SX3057B • 下Jiil ロクロナデ、 底部：ヘラ切り ロクロナデ’ (13.4) (8. 2) 3. 7 Rl27 田類2/24 7/公

13 須恵器 ・ 杯 $X30S7 8 ・ 下層 ロクロナデ， 底部： ヘラ切り 0クロナデ‘ (13.6) (7. 3) 3. 7 R43 m類2/24 11/24 

11 須恵器 ・ 杯 SX3057 8 ・ 下層 ロクロナデ、 体部下半～底部 ： 手 ロクロナデ・ (13.8) (8.1) 4. I R95 n類持ちヘラケズリ 4/24 10/24 

単位 (cm)

第5固 SX3057A · B河川跡出土遺物 ( 1 )
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番丹 種lJ( 遣構 ・ 層位
特 徴 ロ径 底径 蒻高 写真図版 登録雷号 傭 身

外iii 内面 残存辛 残存

1 須恵骰 ． 杯 SX3067B ・ 下層 ロ ク ロナデ． 底郎：ヘラ切り ロクロナデ (14. 2) (8.0) 8 0 R38 田類5ん4 7. 5/24 

2 須恵鯰 ． 杯 SX3057 B ·  下層 ロ ク ロナデ． 底部；ヘラ切り ロ ク ロナデ (15. 2) (8. 2) 8. 2 R42 田類4. 5/24 6/24 

3 須患器 ・ 杯 SX3057B • 下層 ロ ク ロナデ． 底1111: ヘラ切 り ロ ク ロナデ (16.0) (9.6) 5.0 R45 m預4. 5/24 4. 6/24 

4 須恵器 ・ 杯 SX3057 B ·  下層 ロ ク ロナデ． 底部：ヘラ切り ロク ロナデ' (15. 3) (7. 6) 5. 3 R59 m類11/24 20/24 

6 須恵器 ・ 杯 SX3057 B ・ 下層 ロ ク ロナデ． 底部：ヘラ切り ロ ク ロナデ (16.2) 9. 3 6.5 2-9 R邸 ＂類14/切 23/24 

6 須恵器 ・ 杯 SX3057 B ·  下層 ロ ク ロナデ． 底 部 ： ヘ ラ 切 り ロクロナデ・ (17.4) 8. 8 6. 7 R35 Ill煩12/24 24/24 

1 須恵器 SX30578 ・下層 0クロナデ、 底郎．ヘラ切り ロ ク ロナデ (17, OJ 00. 6) 7. 9 Rl34 寓台付杯 3. 5/24 18ノ？ヽ
8 須恵器 ・ 甕 SX3057 B ・ 下層 ロ ク ロナデ． 櫛描波状文 Cl ク ロナデ RSI 

9 須恵蒻 ・ 杯 SX30S7B • 下層 ロ ク ロナデ、 庇郎：ヘラ切り ロ ク ロナデ (8 1) R53 底郎外面に墨書 r+」 m頂11/24 

10 須恵器 ・ 杯 SX30S78 ・ 下眉 ロ ク ロナデ． 底郎：ヘラ切り ロ ク ロナデ’ (8, 6) R臼 底郎外面に塁嘗 f十J LO類4/2•1 

ll 須恵器 ・ 杯 SX3-0578 • "f層 ロ ク ロナデ 底部 ： ヘラ切り ロ ク ロナデ
・ (7. 9) R80 底郎外面に墨嘗 r口J 田類7/24 

IZ 須恵器 ・ 杯 SX3057B • 下眉 ロクロナデ。 底郎：ヘラ切り ロ ク ロナヂ (6. 6) 2-L3 R65 底部外面に墨書 r□J 川類
sm 

13 須恵翡 · 杯 SX3057 B ・ 下局 ロ ク ロナデ、 底部：ヘラ切り 0 ク ロナデ 一 " 随I 底部外面に11l嘗 「 口」 Ill類

＂ 須恵器 ・ 杯 SX30578 · 下屈 ロ ク ロナデ ロ ク ロナデ・ R82 体部外面に墨苔 「口」

IS 須恵器 ・ 杯 SX30S7B ・ 下陪 ロクロナデ、 底 郎 ： ヘラ切り D ク ロナデ會 2-14 郎3 底郎外面に墨書 「o,fJ 111類

単位 (cm)

第6固 SX3057B河川跡出土遺物 (2)
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喬号 種類

I 須恵器 ・ 杯

2 須恵器 ・ 杯

3 須恵器 ・ 杯

4 土距硲 ・ 杯

5 土邸器 ・ 杯

6 須恵器・杯

i 須恵器 ・ 杯

8 土師器 · 杯

転用硯
10 転用硯
I I 転用硯
12 平瓦

13 土器片製Pl盤

14 土器片製Pl盤
15 士留片製円盤

逮構・層位

SX3057B · 中層

SX3057 B ·  中屈

SX3057B • 中眉

SX305713 · 上層

SX3057B • 」J眉

SX30578 • 」J層

SX3057B · 上Al

Lー ll

S X3057 B • J;;J囮
SX3057B ・ 下附
SX3057B • 下層
SX3057 B • .I: 層

SX3057B • 上層

SX3057 B • 上層
SX3057 B • . I:: 閾

特 徴
外面

ロクロナデ． 底郎：ヘラ切り

ロクロナデ、 底部 ： ヘラ切り

ロクロナデ、 底郎；ヘラ切り

ロクロナデ、 底部： 回転糸切
り→回転ヘラケズリ

ロクロナデ、 底部： 回転糸切り

ロクロナデ、 底部： 回転糸切り

ロクロナデ、 底部： ヘラ切り

ロクロナデ、 体部下半： 回転ヘラ
ケズリ
ロク ロナデ、 底郎： 回転糸切り
ロ クロナデ、 底部 ： ヘラ切り
ロク ロナデ， 底郎 ： ヘラ切り

縄クタキ

ヘラケズリ

回転糸切り
ロ ク ロナデ

内面

ロ ク ロナデ・

ロ ク ロナデ・

ロクロナデ・

ヘラミガキ、 黒色処理

ヘラミガキ、 I,\\色処理

ロクロナデ・

ロ ク ロナデ｀

ヘラミガキ、 黒色処埋

ロ ク ロナデ・

ロ ク ロナデ・

ロク ロナデ・

布H

口径
残存怠
(12. 7) 
21/24 
(13. G) 
9/24 

(14. 2) 
2. 5/24 
(11 2) 
8/24 

(13. 4) 
6/21 

(15. 7) 
3.  6/24 

．． 
直径
2. 5 
2.8 
2. 7 

第 7図 出土遺物観察表

S K3058 土壊

単位 (cm)
底径 器高 '!J.J'(図版 登録番号• 偏 考残存祁
7. 2 3. 7 2-10 R6J m類21/24 

(6.8) 3.4 Rl33 底部外面に墨as r十」 m環22/24 
(7. 8) RM m顕8/21 
7. 0 4. 0 2 - 1 1  RS5 内面に漆付清 R i c類2,1;2, 1 

(6.0) 4. 2 RS6 BV類12/24 
(6. 2) 1.  3 R78 V類10/24 
(9.6) 6. 3 Rl07 ＂類11/24 

2-15 Rl20 体部外面に墨書 r進物J
B l 類

Rl88 須恵器杯転用、 墨餃あ り
Rl83 須恵器杯転用． 墨叙あり
Rl84 須恵器杯転用、 隈飯あり

． ．  Rl36 ＂恥類
限さ 諏さ ⑱7 土師器甕の体部転用0. 6 5.0 

1 10.0 邸8 這器甕の底祁転用
0. 7 6. 0 R96 :l: 師器甕の体部転lfl

調査区西壁際のSX3058A埋土 上面で検出し迄 重複関係からSX3058Aより新しく、 SX3058Bより
古い。 西側は調査区外へと延びており全体を確認できなかったため平面形態は不明である。 規模はl mX

0. 65 m以上で、 深さ0 . Smを計る。 北壁は垂直に近く 立ち上がるが、 南壁はそれに比べ緩やかである。 底
面は南に向かって傾斜する。 埋土は2 層に分けられ、 いずれもグライ化した暗緑灰色シルト である。 迎物
は土師器杯 (B II類） 、 須恵 器杯 （ 田類） が若干出土している。

柱穴およびピッ ト
1 1基発見し 、 ほ と ん どがSX3058A ·B埋土 上面で検出した， このうち2基で柱痕跡、 1 基で抜き取

り穴を確認したが、 規模が一様ではなく建物としての楷成も不明である。 迫物は土師器杯・甕、 須恵器杯
甕、 平瓦が出土している。 土師器杯はBII類を主体とするが、 BV類も1 点確認されt� 須恵器杯はすべ
て田類で占められている。

(3)  II 層出土の遺物 （第 7 図8)

rr 層から出土した遺物には、 土師器杯• 高杯・甑・甕、 須恵器杯•高台付杯•双耳杯・盤·瓶•長頸瓶・甕、

須恵系且謡、 尻袖障器、 丸瓦 ( II類 ·IIB類） •平瓦 ( I A 類 · IIB類） 、 墨書士器、 製塩土器、 鉄滓が
ある。 土師器杯は28点中、 BV類が5 7%で、 他は再調整が施されるBI · II類である。 須恵器杯は 41 点
中、 1Il類が68%、 V類が2 9%、 再調整のものはごく 微量である。

3 考 察
は じめに、 河川跡出土資料をもとに多賀城跡出土 資料と比較を行い、 その年代を検討する。

まず、 上限年代について検討する。 SX30 57 A出土 七耶劉不の構成比は、 前述の通りBI 類とB1I類が
約半々 の割合である。 これとほぼ同口孜値を示すのが大畑地区のSI 215 3, 2160 出土土器群であ り 、 年代
は 9 世紀枷頭～前葉とされている。 須恵 器との対比でも同段階が 9 割方皿類で構成され、 V類を含まない
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単位 (cm)
番号 種類 遺構 ・ 雇位 長さ 幅 輝さ 特 徴 写真図版 登録番号

I 木製品 ・ 漆器箱 SX3057B ・ 下層 6. 3 3. l o. 2 目釘穴あり 2の側板 3-1 R6 
2 木製品 ・ 漆器箱 SX3057B ・ 下層 15.5 9.5 o. 5 側面に目釘あり 、 1と組み合う 3-i RS 
3 木製品 ・ 斉串 SX3057A ・ 埋士； 2. 5 0. 2 3-4 R2 
4 木製品 ・ 糸巻 SX3057A ・ 埋土 9.0  3 3 1. 0 目 釘 1 ヶ所残存 3-3 R3 
5 木製品 ・ 挽物盤 SX3057A ・ 埋土 0径(19.5) R4 
6 銅製品 ・ 餃具 SX3057A ・ 埋土 4. 2 4. 2 0. 9 3-5 Rl 
7 鉄製品 ・刀子 P-1 ・埋土 4.0  0. 7 0. 2 R4 
8 不明鉄製品（鎌？） SX3057A ・ 埋土 5. 9 2. 0 0. 3 2 枚の鉄製品が目釘で留められている R3 ， 不明鉄製品（金具？） SX3057A ・ 埋土 2. 6 I. 3 0. 2 貫通しない孔あり R2 
lO 石製品 ・砥石 SX3057 B · 上層 4. 4 2. 5 2. 6 貫通孔あり 、 砥面4面、 凝灰必 3-7 Rlll 
1 1  石製品 ・砥石 SX3057B ・ 下層 7. J 3. 4 1. 0 砥面2面、 黒色粘板忍 3- 3  Rll2 
12 石製品 ・砥石 SX3057A ・ 壇土 6. 0 5. I 2. S 砥面4面 Rll3 
13 石製品 ・剥片 SX3057A · 壇土 3 I 3 4 I. 2 重さ ： 5.0g、 黒曜石製（湯ノ蔵産） 3-6 R33 

第8図 SX3057A · B、 ピッ ト出土遺物 （木製品ほか）
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点で共通する （註）。
次に、 下限年代を検討するためにSX305 7B上層土器についてみてみる。 多賀城跡出土の土師器杯にお

けるBV類の割合は、 9 世紀第2 四半期の大畑地区 S E2 10 1Bが 4 %、 9 世紀中葉の大畑地区 S K21 6 7 が
20 %、 9 世紀第3 四半期の大畑地区 S K2272 が 44%であり、 時期が新しく なるにつれて増加 していること
が見て取れる。 この比率からすると本上層出土士師距不は、 大畑地区 S K2 1 6 7 に近いものといえる。 また、

土師器と須恵器の組み合わせの点では、 9 世紀中葉朗隆がら須恵器が減少傾向にあり、 大畑地区 S K2 1 6 7
を例にとって見ると 、 土師器 7 2. 4%、 須恵器27 . 6 % と なっており、 供膳具の主体がこの時期から土師器へ
と転換している。 これを参考にするならば、 S X305 7B上屈土器の割合は、 依然須恵器が半数以上 (7割）
を占めており、 9 世紀中葉段階よりは古い様相を呈している。

こ れまでの検討で土師器と須恵器との間には若干の時間のずれが生じている。 これは土師器BV類が多
賀城跡では 9世紀中葉頃に一 定砿存在するこ とを根拠としたためである。 しかし、 近年の城南地区の調査
ではBV類が1 割程度、 8 世紀末から9世紀初頭あるいはそれ以前の時期に確認されており、 BV類の比
率については、 遺跡 ・ 遺構ごとに流動的な側面があり今後検討を要する。 以上のこ とから、 S X30 57A ・

Bの存続期間は 9 世紀初頭から中葉頃と推定しておきたい。

今回の調査区で発見した河川跡は、 東側に隣接する第2 7 次調査区 (SX1812) やさらにその東側の第
37 次調査区 ( S X30 6 1) でも確認されている（第9図）。 この河川跡は当時の多賀城南面を流れる主要な河
川であり、 南北大路の西側溝と接続し、 これを横切るよ う に東流していt.:o これまでの城南地区の調査成
果によると、 古墳時代中期から10 世紀中葉頃にかけてこの河川は、 ほぼ同位置で存続していたこ とが判明
しており、 今回の調査によって9 世紀前半代の河川 北岸の位置を明確に把握することができた。

訟 須恵器V類は 城南地区の報告において 8世紀末から 9世紀初頭とされている SX135J C期河川跡に6%含まれていることから、 8世

紀末から 9世紀中葉にかけて徐々に増加していったことが想定されるが、 9 世紀祖蔚哨顔廷の大畑地区S I 2153, 2160 't"i°it食出されておら

ず、 迫跡・ 迫構単位で様相が異なるものと考えられる。
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1 0  

1 S X3057A · 埋土出土 須恵器 ・ 杯 ， S X3057B ・ 下層出土 須恵器 · 杯
（第 3 図3 R7 S:1/3) （第 6 図5 R36 S:1/3) 

2 S X3057A ・ 埋土出土 須恵器 ・ 杯 10 S X3057B ・ 中層出土 須恵器 ・ 杯
（第 3 図6 RIO S:1/3) （第 7 図1 R61 S:1/3) 

3 S X3057A ・ 埋土出土 須恵器 ・ 杯 11 S X3057B · 上層出土 土師器 ・ 杯
（第 3 図11 R74 S:1/3) （第 7 図4 R85 S:1/3) 

4 S X3057A ・ 埋土出土 須恵器 ・ 杯 12 S X3057A ・ 埋土出土 人面墨書土器
（第 4 図2 R3 S:1/3) （第 5 図5 R27 S: 任意）

5 S X3057A ・ 埋土出土 須恵器 ・ 杯 13 S X3057B ・ 下層出土 墨唐土器
（第 4 図3 R8 S:1/3) （第 6 図12 R55 S: 任意）

6 S X3057A ・ 埋土出土 須恵器 ・ 杯 14 S X3057B ・ 下層出土 国書土器
（第 4 図8 R47 S:1/3) （第 6 図15 R83 S: 任意）

7 S X3057A ・ 埋土出土 須恵器 ・ 杯 15 II 陪出 土 愚書土器
（ 第 4 図11 RI2 S:1/3) （第 7 図8 Rl20 S: 任意）

8 S X3057A ・ 埋土出土 須恵器 ・ 杯 16 S X3057B ・ 下層出土 屈杏土器
（ 第 4 図12 R22 S:1/3) （第 5 図11 R44 S: 任意）
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S X3057B ・ 下層出土
S X3057B ・ 下陪出土
S X3057A ・ 埋土出土
S X3057A ・ 埋土出土
S X3057A ・ 埋土出土
S X3057A ・ 埋土出土
S X3057B ・ 上層出土
S X3057B ・ 下層出土

漆箱 （第8図I R6 S:1/2) 
漆箱 （第8回2 R5 S:1/2) 
糸巻 （第8図4 R3 S:1/2) 
斎串 （第8図3 R2 S:1/2) 
餃具 （第8図6 RI S:1/1) 
剥片 （第8図13 R33 S:1/1) 
砥石 （第8図10 Rlll S:1/1) 
砥石 （第8図11 Rll2 S:1/1) 
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木
簡
は、
第
三
七
次
調
査
に
お
い
て
五
点（
第
一―
四
S

一―
八
号）
第
三
八
次

調
査
に
お
い
て
一
点
（
一―
九
号）
出
土
し
た。
使
用
し
た
釈
文
の
符
号
や
型
式

番
号
等
は、
木
簡
学
会
が
定
め
『
木
簡
研
究』
等
で
使
用
し
て
い
る
方
式
に
従
っ

た。
ま
た

木
簡
番
号
に
つ
い
て
は

市
川
橋
遺
跡
出
土
木
簡
の
一
連
の
番
号
で

あ
る。
図
版
お
よ
び
実
測
図
の
縮
尺
は
い
ず
れ
も
約
1

/
2
で
あ
る。

同
じ VI 

市
川
橋
遺
跡
第
三
七
•

三
八
次
調
査
出
土
の

木
簡
に
つ
い
て

「
丈
マ」

第
一
―

四
号
木
簡

「
＜
小
川
郷
丈
マ
兄
万
呂
三
斗
真
与
二
斗」

1
4
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 X
 2
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 X
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完
形。
上
端
·
下
端
と
も
に
刃
物
に
よ
る
キ
リ
オ
リ
痕
を
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
る。
表
面
は
オ
モ
テ
・
ウ
ラ
と
も
に
平
滑
に
調
整
し
て
い
る。

小
川
郷
か
ら
進
上
さ
れ
た
米
五
斗
の
貢
進
物
荷
札
で
あ
る。
小
川
郷
は
『
和
名

類
衆
抄』
に
よ
れ
ば
安
積
郡
に
所
在
（
名
古
屋
市
立
博
物
館
本
は
「
小
河」
に
つ

く
る）
し、
現
在
の
福
島
県
郡
山
市
田
村

町
小
川
か
ら
中
田

町
柳
橋
一
帯
に
比
定

さ
れ
て
い
る。

「
丈
マ
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万
呂
J
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三
斗 、
「
真
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が
二
斗
そ
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ぞ
れ
輸
納
し、
合
計
五
斗

す
な
わ
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俵
に
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け
ら
れ
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も
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で
あ
る。
「
真
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の
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は
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万
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と

で
あ
っ
た
た
め
省
略
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う。
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上
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下
端
お
よ
び
右
側
面
は
原
形
を
と
ど
め
る
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左
側
面
は
欠
損
し
て
い

る。
右
側
面
に
は
切
り
込
み
等
の
加
工
が
施
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら、
本
木
簡

は
現
況
よ
り
も
幅
広
の
短
冊
形
の
木
簡
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あ
る
こ
と
が
想
定
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る。

墨
書
は
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モ
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上
端
は
一
部
欠
損
す
る
ほ
か
は
原
形
を
と
ど
め、
下
端
は
欠
損
し
て
い
る。
左

右
両
側
面
も
一
部
欠
損
す
る
が
原
形
を
と
ど
め
る。
材
は
全
体
的
に
腐
食
が
進
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で
お
り、
表
面
も
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れ
が
は
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は
だ
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が、
オ
モ
テ
面
の
み
表
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を
平
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に
調

整
し、
ウ
ラ
面
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無
調
整
で
あ
る
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と
が
確
認
で
き
る。

信
夫
郡
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さ
れ
た
春
米
五
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に
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進
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信
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郡
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福
島
市
域
に
比
定
さ
れ
て
お
り、
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削
り
屑。
三
文
字
分
の
墨
書
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る。
上
二
文
字
は
同
字
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あ
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三
文
字
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可
能
性
が
あ
る。

第
一

赤
赤
口 一

八
号
木
簡

第
一

「

ロ

ロ

ロ

ロ
[

一

七
号
木
簡]

 

0
 91
 

(
1
5
4)
 
x
 3
9
 X
4
 

上
端
は
右
隅
を
欠
損
す
る
が
原
形
を
と
ど
め 、
下
端
は
欠
損
す
る。
左
右
両
側

面
は
原
形
を
と
ど
め
る。
表
面
は
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モ
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・
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と
も
に
平
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に
調
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す
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で
き
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薄
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お
り、
そ
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削
り
残
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思
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れ
る
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確
認
で
き
る。
厚
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大
で
四
mm
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あ
る
が、
最
も
薄
い
部
分
は
約
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と
半
分
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厚
さ
で
あ
る。
ま
た、

重
な
り
合
っ
て
い
る
墨
書
も
あ
る
こ
と
か
ら、
繰
り
返
し
使
用
さ
れ
た
習
書
木
簡

と
も
推
測
さ
れ
る
が、
詳
細
は
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と
せ
ざ
る
を
得
な
い。
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二
片
接
合。
右
側
面
切
込
み
部
よ
り
上
を
欠
損
す
る
ほ
か
は
原
形
を
と
ど
め
る。

オ
モ
テ
・
ウ
ラ
両
面
と
も
に
表
面
を
平
滑
に
調
整
し
て
い
る。
ま
た、
オ
モ
テ
面

の
み
上
端
を
斜
め
に
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り、
面
取
り
し
て
い
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墨
書
は
確
認
で
き
な
い。
墨
書
は
な
い
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切
り
込
み
の
あ
る
木
材
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対
し
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木
簡
状
木
製
品
・
付
札
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木
製
品
な
ど
と
称
し
て
本
簡
の
末
使
用
品
と
捉
え
る
場

合
と、
木
簡
以
外
の
何
ら
か
の
木
製
品
と
捉
え
る
場
合
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が
あ
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本
木
簡
の
場

合、
切
り
込
み
が
あ
る
ほ
か、
上
端
も
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り
の
加
工
が
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
な

ど
か
ら 、

現
段
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で
は
木
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と
し
て
位
置
づ
け
て
お
き
た
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